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はじめに
　わが国の製造業を中心とした産業集積は、厳しい経済、経営環境下で、抜本的な構造改革を求めら
れている。特に、1985年のプラザ合意以降の急激かつ持続的な円高は、輸出不振と輸入製品との価格
競争を引き起こした。そのため、生産拠点の海外移転、製品の高付加価値化、調達・工程・物流の見
直し、新製品・技術開発による新分野進出などを、個別企業及び産業集積あげて実行に移す必要が生
じたのである。また、産業集積が抱える課題は、こうした経済的要因に消費者ニーズの多様化、生活
習慣の変化、人口の高齢化、高度情報化、地球環境問題の台頭など、社会的要因も加わり、その解決
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をより困難にしている。
　しかし、この円高が国内流通貨幣を増大させた結果、1991年まで続く不動産と株式投機に牽引され
たバブル景気によって、産業集積の多くの企業が旺盛な内需を謳歌することができた。そのため、構
造改革を先送りにした企業の多くが、’バブル経済崩壊後、長引く不況の中で、経営不振に陥り、退出
を余儀なくされている。地域経済の柱である産業集積の衰退が、地域経済と社会に与える影響は大き
い。特に、雇用の喪失は、新たな雇用の受け皿が誕生しない限り、地域住民の生活と福祉の向上を阻
害する。製造業の雇用は、1997～2000年の3年間で約50万人も失われたのである。
　こうした事態を打開するためには、現場・現実主義で調査に臨み、産業集積の真相を解明しなけれ
ば、産業集積再生へ向けた処方箋を書くことはできない。そこで、明治大学政治経済学部、教授・百
瀬恵夫、同教授・伊藤正昭、同助教授・森下正は、2000年度から2力年計画で「地域産業集積活性化に
関する共同研究」を実施した。まず、事業所・企業統計、国勢調査などのデータ分析による現状と課
題の把握を行った。また、データからは明らかにできない産業集積における中小企業経営の実態を解
明するために、特定地域を選択して、企業訪問を行うヒアリング調査を実施した。加えて、全国規模
で革新的中小ハイテク製造業の経営実態を解明するアンケート調査を実施した。
　本論は、こうした実態経済と現実経営に対する調査、研究に基づいて、産業集積の活性化策を提言
し、将来展望を行うものである。
第1章　産業集積の形成と機能
　第1節　産業集積研究の視点
　（1）　産業集積の概念と特質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I産業集積は、モノづくりの基盤であり、モノづくりを通じて地域産業のカの源泉として、地域経済
の活性化に大きな役割を担っているω。
　既に先進諸国や新興工業諸国には、製造業を中心とする中小企業が集中立地している地域がある。
この地域では、柔軟かつ緩やかな企業間連携を構築しながら集積している中小企業が、当該地域の経
済発展に多大な貢献をしていることが、これまでの研究によって明らかにされている。例えば、わが
国の東京都大田区、アメリカのシリコンバレー、北部イタリアの地場産業地域など、中小企業が集積
している地域ほど、その地域の経済成長・発展が顕著であることが証明されている（2）。
　また、これらの地域では、中小企業が雇用創出機能を発揮して、大企業よりも多くの新たな職業を
創造する役割を果たしている。また、中小企業は、大企業とは異なる最先端の技術革新活動に多大な
貢献を果たすこと、すなわち最先端技術革新機能を発揮している。さらに、産業集積内における多く
の競争企業や連携企業の一員として、中小企業が多数出現することで、新技術や新生産方式を活用し
て、一国の経済的国際競争優位を確立する産業基盤となっているのである（3）。
　そこで、産業集積の成長・発展を理解するためには、現在、実際に存在する産業集積が有する多様
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な影響力を正しく理解する必要がある。
　つまり産業集積の理解には、国民経済を扱うマクロ経済と企業や地域住民を扱うミクロ経済のアプ
ローチに加えて、セミ・マクロの視点から産業構造、産業組織、産業連関などを明らかにする必要が
ある（4）。
　実際、産業集積には、地理的空間に多様な生産者、労働力、金融資本、情報・流通・物流ネットワ
ーク、研究機関、公共サービスなど、物的・社会的な産業基盤が集積している。この環境に企業が立
地することで、その地域の持続的拡大が可能な限界まで、これらの産業基盤が希薄な地域の企業より
も、コストの削減ができる。または、このように物的・社会的な産業基盤が高度に発達し、より集中
している地域にある企業が、他の地域の企業よりもコストの削減できる限り、その集積の経済は、企
業に立地地域と関連する多様な経済的機能を提供するのである（5＞。
　（2）　産業風土と地域文化の視点
　国や地域ごとに異なる産業風土や地域文化が存在するために、産業集積の成長と発展に大きな違い
が生じる。つまり、個々の産業集積固有の産業風土と地域文化が存在し、それが集積内の企業の存立
形態、取引形態、分業体制、金融制度、公的規制などを規定するため、産業集積の成長、発展過程を異質な
ものとするのである。
　また、集積内の中小企業は、各々の産業集積が有する自然的、歴史的、社会的風土を負って存在し
ている。中小企業は地域の風土の中で生成し、発展してきたのである。要するに、中小企業は地域社
会のものであり、地域社会あっての中小企業である。中小企業で構成される産業集積の衰退は、同時
に地域の衰退を意味する。中小企業は、大企業よりも地域との結びつきが極めて密接だからである。
それは、人的、物的、経済的、社会的、文化的側面で、より密着しているといえる⑥。
　言い換えれば、中小企業は、産業集積の風土的規定を受けた地域的特性を帯びている。経営の効率
性と革新性が至上命令とされている今日では、企業の存立に関わる風土的規定を無視できないといえ
る（7）。
　例えば、シリコンバレ・・一一の水平的なヒューマンネットワークは、ベンチャー企業の新規開業を、円
滑かつ迅速に実現する産業集積固有の産業風土といえる。このヒューマンネットワークは、アイディ
アの具現化と課題解決などのために、企業の垣根を超えて、必要な技術をもっ人々が集い、打ち合わ
せをする「ランチタイム」となって体現する。この打ち合せの結果、事業化可能と判断されれば、オ
フィスを世話する人、開業資金を提供する人、必要な生産設備を斡旋する人、開発を担う人などがす
ぐに揃い、新事業が円滑に開始されるのである（8）。
　こうした産業集積の産業風土や地域文化は、地域の企業や住民の気質と行動形態によって裏付けら
れている。しかも、特定地域の産業風土と地域文化を他地域に移植しようとしても、一石一鳥には真
似することができない。従って、産業集積研究には、構造分析に加えて、産業風土と地域文化の解明
が、産業集積の特質を解明する上で重要といえる。
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　（3）　産業集積の形態と選定
　産業集積を形態別に分類する場合、①消費財を中心に特定製品を作る企業が集中立地している産地
集積、②大企業の生産拠点の周辺に下請企業が立地している企業城下町集積、③それ以外で製造業が
集中立地している都市型集積の3形態に分類することが一般的である（9）。
　①の産地集積は、製品の企画、販売、マーケティングなどを担う産地問屋を頂点に、その下に製造
機能を担う中小製造業が連なる集積である。
　②の企業城下町集積は、国際市場を相手にする大企業の親工場を頂点に、一次、二次、そして最終
段階のN次下請に至る階層的組織による分業体制を有する集積となっている（lo）。
　③の都市型集積は、地域全体で分業構造の細分化、専門化が高度に進展しているために、特定の大
企業や卸売業との取引関係が薄いといわれている。従って、中小製造業の多くが、複数の取引先を有
して、多種多様な製品群の提供を可能としている。
　このように産業集積には、3つの集積形態があるが、今日では集積構造の変化に伴い、各々の集積形
態が複雑化してきている。例えば、都市型集積は、従来、三大都市圏を中心に展開していたが、近年
では、新潟県の三条市、長野県の坂城町なども、従来の産地集積の特性を維持しながら、都市型集積
へと転換しっつある。
　また、企業城下町集積は、1業種1社の大企業を頂点とし、業種構成が単純な単一産業型企業城下町
集積が一般的である。しかし、複数業種複数社の大企業を頂点とし、業種構成が多様化している複合
産業型企業城下町集積が存在する。この形態では、下請中小企業も多様化し、かっ独自展開を図って
いる場合が多い。さらに、企業城下町集積には、かつての伝統的な産地が今日でも併存している場合
もある。
　第4章からは、このように集積の構造が多様化している点を考慮しながら、上述した3っの集積形態
に基づいて、8地域を設定して比較分析を行う。事例地域として、都市型集積は東京都大田区、大阪府
東大阪市、企業城下町集積は静岡県浜松市、三重県四日市市、愛知県豊田市、長野県諏訪市、産地集
積は新潟県燕市、三条市をみていくことにする。
　第2節　産業集積の経済的機能
　（1）　産業集積における集積の経済
　産業集積における集積の経済は、産業集積における企業に立地地域と関連する多種多様な経済的機
能を提供している。
　例えば、産業集積における集積の経済が提供する多様な経済的機能をまとめると、主にっぎの6っを
あげることができる（11）。
　　①柔軟な企業間分業を高度に専門化させている域内経済
　　②特定産業の技術を確保する際のコストを削減できる外部経済
　　③イノベーションに係わる情報の伝搬・確保が容易な人的交流
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　　④特定産業に必要な公共サービスのスケールメリソト
　　⑤域内における厳しい競争による技術・技能の向上
　　⑥産業の苗床機能
　①の「柔軟な企業間分業を高度に専門化させている域内経済」とは、産業集積では、企業間で細分
化された分業が高度に発達し、多様な産業技術の要素が蓄積されているということである。また、多
様な産業技術の蓄積は、要素技術間の多様な組合せを可能とする。つまり、系列や資本関係に縛られ
ない、可変的かつ柔軟な企業間分業を可能とする（12）。
　②の「特定産業の技術を確保する際のコストを削減できる外部経済」とは、共通の生産要素、例え
ば土地、労働、資本、ライフライン、輸送などを通じて、各企業が得ることのできる利益のことであ
る。多くの企業がこの共通の生産要素を共有することで、その供給が増加し、多様な専門性も入手し
易くなる。このような生産要素の供給増大と一層の専門化は、長期的に価格を引き下げ、生産性を向
上させる。そこに、利用者である企業にとっての外部利益がある。つまり、長期的に各企業の生産コ
ストは、独自にこうした要素を入手する場合よりも、そのような共通の生産要素が存在する場合は、
より低くなるのである（13）。
　③の「イノベーションに係わる情報の伝搬・確保が容易な人的交流」とは、技術革新の源泉である
研究開発機関との近接性及び技術保有者と事業経営者との対面によるヒューマンネットワークのこと
である（1’1）。
　特に、ヒューマンネットワークの存在は、活気に満ちた地域経済を支え、地域経済の繁栄を成功さ
せる必須条件として重要である（1［）。
　④の「特定産業に必要なスケールメリットを提供する公共サービス」の代表は、工業団地やサイエ
ンス・パーク、貸ビル、貸工場などである。
　工業団地の場合、入居企業が生産工程や生産形態を、より大規模な生産施設に集中させることで、
生産コストを削減できる規模の経済が生じる。理論的にも、企業が投入する生産要素の総投入量の加
重平均に対する総生産量の割合、すなわち生産性を向上させることを可能とする㈲。
　これには2つの形態があり、各企業が個別に大きい生産施設を保有する形態と各企業が共同で大きい
生産施設を保有する形態がある｛］7）。
　また、サイエンス・パークの場合、入居企業は、大学の研究施設や研究室、高度に訓練された労働
力に極めて近接することで、最先端の技術的なサービスを効率的に享受することができるのである（IS）。
　⑤の「域内における厳しい競争による技術・技能の向上」は、集積内に多数の企業が密集している
経営環境が域内企業に対して、常に互いに切磋琢磨することで、技術の向上と革新を促すのである（19）。
　⑥の「産業の苗床機能」は、企業の新規開業とその結果もたらされる新産業創造のことである。こ
れには、創業時のリスクとコストの軽減とスピンオフ後の創業支援がある。例えば、リスクとコスト
の軽減は、集積内で細分化された分業によって、分業一単位の小規模化が達成されて、創業に必要とL
されるコストとリスクが低減することである⑳。
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　スピンオフ後の創業支援は、経営面、技術面、資金面に分けることができる。経営面では、集積内
の既存企業が新規開業企業にとって仕事の発注・製品の購入先になり、取引先の紹介・斡旋を行うな
ど、新しいネットワークの形成を支援することである（2D。
　技術面では、技術指導や協力という集積内の技術の伝播につながる支援が行われる（22）。
　資金面では、間接金融と直接金融の支援がある。わが国でも、ベンチャーキャピタルが、直接金融
によるベンチャー投資を行っている。しかし、中小企業にとっては間接金融による融資が中心である。
従来からこの役割を果たしてきたのが、地方銀行、中小企業信用金庫、中小企業信用組合など集積内
に立地する地域の金融機関である。
　以上のような経済的機能が機能している限り、現存する産業集積は、持続的成長を遂げることがで
きる。逆に、この経済的機能の一部ないしは全てが限界に達して機能不全に陥った場合、産業集積の
持続的成長はk停滞あるいは衰退に転ずるのである。
　（2）　集積の経済別分析の視点
　産業集積の構造分析や集積の形態別比較研究を行うにあたって、製造業種を対象とした事業所数、
従業員数、製造品出荷額、付加価値額などのデL－・一タに基づく分析を行うことが一般的である。また、
産業集積の産業風土や地域文化を明らかにするために、地誌、地域産業史の検証やインタビューを中
心とした現地調査が行われる。
　しかし、産業集積は、集積の経済が提供する多様な経済的機能を保有している。つまり、産業集積
には製造業だけではなく、製造業を支える多種多様な業種によって構成される地域産業が存在する。
従って、産業集積の構造的特長を解明するためには、製造業を支える地域産業の構造的特長も解明し
なければならない。この地域産業は、製造業集積に加え、研究開発機能集積、支援サービス集積、キ
ャピタル集積に分類できる。
　第1に研究開発機能集積は、知識労働者によって担われる頭脳の集積である。これは、新事業創造の
ための新技術・製品の開発促進、研究成果の技術移転、製造業のモノづくり拠点から技術開発拠点へ
の転換などを促すものとして、必要不可欠の存在になりつつある。
　例えば、シリコンバレーには、大学が全米一の立地密度で集積している。スタンフォード大学を筆
頭に、サンタクララ州立大学、サンノゼ州立大学に加え、その他の大学が存在する。この集積が、産
学連携の技術移転や共同研究開発に加え、ハイテク労働者の育成を担っている。
　第2に支援サービス集積は、製造業集積を側面から支援する産業の集積のことである。具体的には、
経営コンサルタント、会計士、弁護士、ソフトウェア、情報処理をはじめとする対事業所サービス業、
地域で生産される製品を流通させる卸売業と物流業、そして地域で新たに誕生あるいは地域に進出し
てくる企業に操業の地を提供するビジネス・インキューべ一タ、サイエンス・パーク、賃貸オフィス
の存在である。また、研究開発型のハイテク企業の製造外注先として、完成品の製作を受注するコン
カレント・マニュファクチュアも存在する。
一6一
明治大’社会零nl‘‘一石　戸紀
　例えば、シリコンバレーでは、製品・技術に関わる研究開発と設計を主たる業務とする専門科学技
術サービス業の集積がみられる。系列やグループ、資本や取引関係に捕われることのない、この業種
の存在は、研究開発の成果を市場化する速度を加速している。
　最後にキャピタル集積は、地域の中小企業及びベンチャー企業向け専門金融機関のことである。構
造転換が求められる時代では、新事業に投資を行うことができるリスクマネーと日頃の運転資金の確
保が必要である。従って、集積の産業構造転換を資金面から支援する集積といえる。
　例えば、全米のベンチャーキャピタルの半分にあたる約300社がシリコンバレーに集積している。特
に、スタンフォード大学の北側、サンドヒル・ストリートの約2kmの区間に、約80社のベンチャーキャ
ピタルが密集している。ここでは、多くのベンチャー企業も、ベンチャーキャピタルが入居している
同一ビル内に拠点を構えている。こうしたベンチャーキャピタルとベンチャー企業との近接性は、ベ
ンチャー企業の経営動向や最新技術情報などを、ベンチャーキャピタル相互で情報交換することを可
能とし、迅速な投資決定につながっている。
　このように産業集積の構造全体の特徴を明らかにする視点は、製造業集積が抱える課題も同時に明
確化できるため、産業集積研究にとって重要といえる。そこで、第4章以下の集積形態別事例地域研究
では、集積実態及び構造変化について、製造業集積、研究開発機能集積、支援サービス集積、キャピ
タル集積の4つの視点で分析していくことにする⑳。
第2章　産業集積の現状と課題
　ここでは、全国各都道府県の中から1990年国勢調査で、製造業就業者数が10，000人以上、製造業の
就業者数割合が全国計以上で、しかも最大の市（区）という条件で選定した主要産業集積29都市に限
定してみていくことにする。
　第1節　全国主要産業集積の動向
　1990年と2000年の国勢調査に基づく、主要3業種の就業者数動向は、北上市を除く28都市で製造業の
就業者数が減少した。また、大田区、高岡、長岡、岐阜、尼崎、防府、今治、延岡では、卸・小売業、
飲食店の就業者数も減少した。一方、サービス業の就業者数は、主要産業集積29都市で増加した。ま
た、全国計では、製造業の減少を卸・小売業，飲食店とサービス業の増加で補い、全就業者数は増加
した（表1参照）。
　しかし、いわき、米沢、大田区、目立、足利、高岡、岐阜、東大阪、尼崎、今治、延岡では、製造
業の減少を卸・小売業，飲食店とサービス業の増加で補えずに、全就業者数が減少した。その他の18
都市では、製造業の減少を卸・小売業，飲食店とサービス業の増加で補い、全就業者数が増加したの
である（表1参照）。
　また、主要産業集積29都市は、1990年では製造業の就業者割合が最大の都市で、全国計を上回って
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いた。しかし2000年になると、90年の全国計以上の都市が16都市、製造業が最大の都市は15都市と半
減した。特に、大田区と岐阜は、2000年の製造業就業者割合の全国計も下回り、サービス業が最大業
種となった。この2都市と相模原、日立、大津、宇治、橿原は、2000年のサービス業の就業者割合が全
国計を上回り、日立を除く6都市でサービス業が最大業種となったのである（表1参照）。
　このように、バブル経済崩壊後の10年間で、主要産業集積29都市では、集積の構造変化が劇的に生
じた結果、当該地域の主力産業の交代に及んだ都市も生じた。また、製造業の就業者数は減少したが、
依然として製造業中心の産業集積を維持し、拡大するサービス業によって全就業者数を増加させた都
市も多く存在する。しかし、全体として就業者数が減少し、産業集積として厳しい状況にある都市が
存在する。産業集積の就業者が減少している集積は、就業者が増加した集積よりも少ないが、多くの
集積で新産業の台頭が急務な状態にあることに変わりがない。
表1　産業大分類別主要3業種の就業者数から見た主要産業集積地の動向
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資料11990年、2000年国勢調査より作成。
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　第2節　新産業の台頭
　主要産業集積29都市では、全就業者数が減少した集積もあるが、総じて新産業台頭の動きがある。
主要産業集積別従業者数を用いて、1999－2001年のハイテクと環境関連産業従業者数の増加率上位5業
種をみると（表2参照）、全国的には電気通信業、その他の事業サービス業、情報サービス・調査業、
廃棄物処理業、学術研究機関であった（24）。
　　　　表2主要製造業産業集積地のハイテク及び環境関連産業従業者数増加率上位5業種
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資料　総務庁統計局統計調査部経済統計課事業所・企業統計室による「事業所統計調査報告」「事業所・企業統
　　計調査報告」より作成。
注1：1999年度の日本標準産業分類による産業中分類別業種SISコードは以下のとおり。
　20　化学工業　　　　　　　　　31輸送用機械器具製造業　　　84　専門サービス業
　23　ゴム製品製造業　　　　　　32精密機械器具製造業　　　　86その他の事業サービス業
　25　窯業・土石製品製造業　　　47　電気通信業　　　　　　　　87廃棄物処理業
　27　非鉄金属製造業　　　　　　52　機械器具卸売業　　　　　　92　学術研究機関
　29　一般機械器具製造業　　　　79　物品賃貸業　　　　　　　　82　情報サービス・調査業
　30　電気機械器具製造業
　一方、主要産業集積29都市は、全国と異なる傾向がある（表2参照）。29都市に特徴的なことは、学
術研究機関と廃棄物処理業の増加率が全国よりも高いことである。また、増加率上位5業種に、いわき、
川口、市原、岐阜、四日市、宇治、橿原、福山を除く21都市では、製造業が含まれていることも特徴
といえる。
　このように主要産業集積29都市では、IT、環境、研究開発関連業種が拡大している。特に、学術研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9一
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究機関の台頭は、集積の研究開発機能を高め、研究開発の成果を事業化する新しい製造業を生み出す
可能性がある。また、個々の集積に特有な製造業種の拡大が、依然として生じている集積もあるが、
産業細分類による分析ではないため、詳細動向は不明である。しかし、主要産業集積29都市の中には、
これまでに培ってきた製造業集積の基盤と集積の経済的機能を活用しながら、国際比較優位を有する
製造業の開業と進出が続いているといえる。
第3章　産業集積における革新的ハイテク中小企業の経営実態
　本章は、2002年2月12日～3月31日実施した『21世紀を拓くハイテク企業の企業家像に関する実態調
査』に基づき、革新的なハイテク中小企業の経営者像と事業創造活動について、地域別に明らかにす
る（25）。
　第1節　地域別革新的ハイテク中小企業の経営者像
　（1）　経営者のプロフィール
　①経営者の年齢、タイプと社歴
　革新的ハイテク中小企業の経営者の年齢は（表3参照）、全国平均が57．7歳で、関東内陸、関東臨海、
九州もほほ同じである。しかし、近畿臨海と近畿内陸は、全国平均よりも高く、世代交代の時期が迫
っている。北海道東北、東海北陸、中国四国は、全国平均よりも低く、経営者として最も充実した年
齢にあるといえる。
　次に、社歴と経営者のタイプをみると　（表3参照）、近畿臨海、近畿内陸、東海北陸、中国四国、九
州は、社歴が35年以上と長い。しかし、創業経営者の割合が東海北陸、中国四国、九州は30％前後だ
が、近畿臨海47．2％、近畿内陸40．0％と高く、経営者の世代交代が遅れている。また、社歴30年の関
東臨海も、創業経営者の割合が52，7％と高く、世代交代はこれからである。逆に、社歴29年の北海道
東北では世代交代が進み、東海北陸と中国四国の創業経営者の割合とほほ同じである。一方、社歴24
年と短い関東内陸は、創業経営者の割合が48．5％と高いが、年齢が全国平均と同じことから、世代交
代が近づいている。
　さらに、世代交代の仕方は、九州、中国四国、東海北陸で創業経営者親族出身の経営者に事業継承
する傾向が強く、全国的な傾向と一致する。一方、北海道東北では、社内昇進経営者に事業継承する
傾向が強い。
　このように、全国平均よりも年齢が高い経営者の割合が多い地域では、創業経営者が今でも経営を
担っている傾向が強い。逆に、全国平均よりも年齢が低い地域では、経営者の世代交代が進んでいる。
また、世代交代は、創業経営者親族、親族外・その他の者、社内昇進者のいずれかを選択することにな
るが、地域によって違いがみられるのである。
一10一
表3　経営者のプロフィール
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資料：明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク企業の企業家像に
　　関する実態調査』2002年2、3Aより作成。
　②性別、学歴及び職務上の専門資格
　革新的ハイテク中小企業の経営者の性別は（表3参照）、圧倒的に男性で、関東内陸、東海北陸、近
畿内陸では、100％男性経営者であった。
　また、経営者の学歴及び職務上の専門資格をみると（表3参照）、大卒以上の経営者の割合が、中国
四国、九州を除くその他の地域で過半数を超えている。また、技術系高専卒と技術系専門資格を加え
ると、中国四国を除くその他の地域では60－90％の割合となっている。
　ハイテク中小企業が、技術志向の企業であるため、高学歴で技術系資格や技能を専門的に身につけ
た経営者が多いことは当然の結果といえる。
　（2）　経営者の経営目的
　革新的ハイテク中小企業の経営者の経営目的は（表4参照）、地域ごとの違いは小さく、全国の傾向
とほぼ一致している。全地域で4点以上の経営目的は「会社の存続」「卓越した製品・サービス」であ
った。また、一部の地域で4点以上の経営目的は「仕事を通じた喜びと満足」「安定・進歩的職場」「公
正・倫理的経営」であった。
　「会社の存続」と「公正・倫理的経営」は、企業の社会性を重視するもので、「卓越した製品・サー
ビス」は、本業重視の経営姿勢で、顧客への貢献を果たす目的といえる。また、「仕事を通じた喜びと
満足」と「安定・進歩的職場」は、企業は組織として従業員1人ひとりを重視し、組織的な経営活動を
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活性化させることを目指しているといえる。
　逆に、近畿内陸を除く全地域で最低得点を示した経営目的は、「株式上場・公開」であった。また、
一部の地域で3点未満の経営目的に「社会福祉の発展」、「企業価値拡大」、「投資家・オーナーのために
利潤極大化」、「自分による事業関与維持」がある。
　「株式上場・公開」、「企業価値拡大」、「投資家・オーナーのために利潤極大化」が経営目的として低
い位置にあった理由として、調査対象企業を従業員数300人未満に限定したことが一因となっている。
しかし、こうした金銭的な価値観は、企業経営の手段と結果であって、企業の経営目的ではないとす
る日本のハイテク企業経営者の意志ともいえる。また「自分による事業関与維持」も、得点が低いと
いうことは企業経営から経営者自身をエゴの排除することで、組織としての企業経営を大事にする志
向といえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　表4　経営者の経営目的
目的
u　の子続軍越τ泥製話：概3ヌ……”………’
仕事を通じた喜びと満足
安定・進歩的職場
公正・倫理的経営
仕事と家庭生活の両立可能な職場
科学∴薮術翰喬展＿＿＿＿．＿＿．＿．＿
社会福祉の発展
傘業価値i紘太＿＿．．．．＿．．＿＿＿．＿．．．．
投資家汝た璽蕉瞭に和湖極太焦．．＿
自分による事業関与維持
株式上場・公開
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資料：明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク企業の企業家
　　像に関する実態調査』2002年2、3月より作成。
　第2節　地域別革新的ハイテク中小企業の経営活動
　（1）　特許取得活動と技術革新
　革新的ハイテク中小企業による特許取得活動と技術革新の実現をみると（表5参照）、特許取得活動
と技術革新の実現との間に、大きな乖離が生じていることがわかる。乖離幅が最も小さい中国四国で
17．5％、逆に最も大きい東海北陸で55，8％であった。中国四国は、特許取得活動を行った企業の割合
が最も多いが、技術革新を実現した企業の割合も最も少なかったため、特許取得活動と技術革新の実
現との間の乖離が小さくなったのである。また、東海北陸は、この正反対であった。
　このように特許取得活動は、必ずしも技術革新の実現には直結しない。特許の市場性がなく、その
まま維持することは、その必要経費が負担になる。従って、企業収益に直結する技術革新には熱心に
なるが、経費負担が伴う特許取得活動には消極的にならざるを得ない現実があるといえる。しかし、
特許取得は、他社に一定期間、類似製品を作らせないことによる先行者利潤の獲得や特許を他社に有
償提供して収入を得ることで、高付加価値経営を実現し、研究開発資金を自己負担できる収益力を確
保する重要な経営戦略といえる。特許取得活動促進のために、特許取得に伴う事務手続きや特許維持
経費の大幅な軽減が必要といえる。
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表5　特許取得活動と技術革新
過去3年間における特許　。・取得活動 過去3　間における技
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縁ｭし活動iより活動．　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　Non
奄獅獅盾魔≠狽盾窒
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?ｮと
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ﾀ現との
@乖離
iB）《A）
総数
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注1：（A）は、特許申請・取得活動レベルに関わりなく特許申請・取得活動を行った企業の割合。
注2：（B）は、技術革新レベルに関わりなく技術革新を実現した企業の割合。
資料：明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク企業の企業家
　　　像に関する実態調査』2002年2、3月より作成。
　（2）　下請受発注取引
　革新的ハイテク中小企業の下請受注割合が75，0％以上で、脱下請が遅れている企業の割合が全国よ
りも高い地域は、北海道東北、中国四国、関東内陸、東海北陸であった。逆に、下請受注割合が0％で
脱下請化が進展している企業の割合が全国よりも高い地域は、近畿臨海、九州、近畿内陸、関東臨海
で、社歴の長い企業が多い地域であった（表6参照）。
　次に、下請発注割合が0％で、全く外注をしない企業の割合は全ての地域で低く、ハイテク中小企業
の多くが、何らかの下請発注を行っている。特に、下請発注割合が50％以上の割合が全国よりも高い
地域は、関東内陸、関東臨海、近畿臨海で、集積密度が高い大都市圏ほど、下請発注割合が高くなる
傾向がある（表6参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6下請受発注取引活動
売上　に　める下請叉注割口
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資料；明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク
　　　企業の企業家像に関する実態調査』2002年2、3月より作成。
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　脱下請が中小企業の活路開拓の手法として強く叫ばれてきたが、地域によっては脱下請が進展して
いるが、完全には消滅しない。今後、下請受注は、取引先の多角化や自社製品の導入で減少する可能
性はあっても、皆無にはならないであろう。今後も大企業は、自社の競争力強化のために、自社には
ないハイテク中小企業の先端技術を活用する可能性が高いからである。また、外注を行うハイテク中
小企業ほど、全ての工程を内製せずに外注し、自社は研究開発活動に注力しているといえる。
　（3）　最大顧客と最強競争相手
　企業経営の安定のためには、特定顧客への売上集中を避iけ、取引先を多角化し、顧客に万一が生じ
ても、自社の存亡に影響が無いようにする必要がある。また、競争相手が少ないほど、特定市場で高
いシェアを獲得でき、企業経営が安定する。
　まず、特定顧客に売上が最も集中していない最大顧客の売上高に占める割合が10％未満の全国割合
を上回る地域は（表7参照）、東海北陸、関東臨海、近畿内陸、近畿臨海であった。これらの地域は、
国内で最も集積密度が高い地域であり、東海北陸を除く他の地域は、脱下請が進んでいる企業が多い。
また、関東臨海と近畿臨海は、売上高に占める下請発注割合が高い地域でもある（表6参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　表7　最大顧客と最強競争相手
最大顧客の占める売上高の割合 最強の競争相手企業数
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@関東内陸■　…　　　　曜　・　o　g　g　o　…　　　　9　．　．　9　．　．
穴C北陸●　．　・　．　鱒　吻　幽　・　o　●　・　．　．　．　．　■　■　．　．
@関東臨海．　．　・　■　．　．　■　．　■　■　■　・　，　口　騨　．　．　腰　暉
@近畿内陸■　■　●　・　■　●　■　9　幽　脚　．　5　．　・　．　・　・　9　9
@近畿臨海・　●　●　o　●　・　9　・　・　・　・　・　・　…　　　　．　9　．
Q史国∴四国．．　　九州
　　　9．5：　　　　　　42．9：　　　　　　47．6000■●●9■ggo●goo■o・●■●■●巳■■■■■●●■●■■・響響■■■●膨●●●．●陰・髄・・
@　　18．2i　　　　　　39．4i　　　　　　42．4■°．．．■．■■°°．°°°■■’．．■・．．・°・°■°°．．・，、°騨゜・・°・，°°．・・°°■
@　　26．2：　　　　　　51．4：　　　　　　22．4．．．■．．．■・．■．．．・・■隔■．■・．．・．・・■■■層・．．’曽・・●口●口●●■■■餉●■■■
@　　25．oi　　　　　　33．3i　　　　　　41．7．．●．■oo鰺吟5・幽晒幽o，o’瞳齢脚胃・・●・．騨・謄6■口圏9」・…　　．．■．・・．．．．．・■
@　　25．0：　　　　　　　50．0：　　　　　　　25．0・……・・・・・・・…卜……・・・・……・｛…・…………・
@　　22．9：　　　　　　51．4：　　　　　　25．7．．．．．°．．蓼．．°°■．．°，．．・・．°冒゜．．．．■．・°，●°．・韓・．°9榊・°°°・・
@　　12．5i　　　　　　43．8：　　　　　　43．8………・……・，開・…・…・……｛・・……………
@　　10，0：　　　　　　45．0：　　　　　　45．0
　　73．7：　　　　　15．8：　　　　　10．5■■●o■■●●●6■■●庸●■●冒o■●o・9・・．■■go・．■8・・■．．・・
@　73．1i　　　　19．21　　　　　7．7巳開…　8°．鱒瞥゜甲・°°°°°・・匿゜■．．、°°．．・°°．．．°匿・．
@　73．3：　　　　　13．3：　　　　　13．3曾．■■・．・．■．・噛．肖騨，麓o噸■●9●■■■■’曾■■■■巳■■■●，■■■
@　71．1i　　　　22，2i　　　　　6．76●■胃開口噂帥…　　甲o…　　．．．．．．．．．、．闘．・噂．9・・噂．頗ロ
@　88．2：　　11。8：　　0．0…………・中……・…’”｛9’’’’’’’’’’’”
@　80．6：　　　　12．9：　　　　　6．5■■9●■■■■■o■■■一●●・鱒9・．．．・・巳・r・・．・■．．・・．．．．．
@　76．9i　　　　15．4≡　　　　　7．7°闘゜騨顧”°°”°。°°°’°°°°騨開゜°七闘闘゜’°°騨’°°°
@　93，8：　　　　　6，3：　　　　　0．0
　21．　o　・　・　o　．　●　．
@33ロ■　■　■　．　齢　■　騨
@107冒　■　■　■　■　，　「
@360●　幽　●曽■・
@20・　・　．　．　．　・　・
@35．　●　．　巳　．　．　．
@16．●●■・．　・　幽
@20
全国 21．5i　　　　　　　46．2i　　　　　　　32．376．oi　　　　16，gi　　　　　7．0288
資料：明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク企業の企業家像に関
　　する実態調査』2002年2、3月より作成。
　このように、特定顧客に依存せず、多くの取引先を獲得する企業経営の背景には、脱下請の取組と
下請発注の高度利用がされているといえる。
　次に、最強の競争相手企業数が最も少ない5社未満の全国割合を上回る地域は（表7参照）、近畿内陸
以西の西日本で、逆にこれを下回る地域が東海北陸以東の東日本であった。ハイテク中小企業は、総
じて最強の競争相手企業数が少ないが、先端技術を活用した研究開発型の企業であればこそ、差別化
戦略が徹底されている証拠といえる。
　（4）　連携活動
　革新的ハイテク中小企業も、大企業のように経営資源に恵まれているわけではない。限られた経営
資源の中で、先端技術を活用した開発業務に専念しなければならない。
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　そこで、他組織との協力・連携の有無をみると（表8参照）、近畿内陸を除く全ての地域で、連携有
りとする企業の割合が過半数を超えている。特に、関東臨海と中国四国が全国を上回り、連携活動が
活発な地域といえる。しかもこの両地域は、全国の中で特許申請・取得活動が最も盛んな地域で、特
許申請・取得活動と技術革新の実現に乖離が少ない地域でもある（表5参照）。ハイテク中小企業も、
自社の経営資源の限界を、連携活動によって補完、強化する取り組みが活発であるといえる。
表8　連携活動
他組’との 力・’ 乃の　　ハい
地域
、 エリア
地元 国内 海外 有り 無し 総数
■　．　■　●　・　■　■　噛　■　．　幽　幽 ・　．　o　璽　■　．　…　　　　　．　， ．　・　．　．　・　．　．　．　・　・　．　■ ■　・o　o●　・　・o唖　●　●● ・　o　．　・　・　．　．　．　・　■　．蜜A 割△ 窒IA 罎封A 嶺A
　　、@、D．＿．．．．＿：．＿＿． 　10．0願・，　●　■　●　鱒　■　卿　騨　●　， 　35．0●　甲■　騨　■　騨●冒　■■　■ 　10．0■　■　・　匿　●　幽　●　匿　・　・　，　・ 　55．0・　●　．　隔　・　．　．　■　■　■　・　・ 　45．0・　■　・　曾　…　　　　　咀　．　．　， 　20．　・　．　■　．　■　冒　噛　■　関東内陸鱒　，　■　願　■　■　■　●■　■　■　■　■　■　■　■　●　．　・　■　■
　18．2・　・　●　●　■　9　9　，　●　●　●　昌 　24．2・　，　・　●　．　．　．　．　・　・　． 　　12．1■　■　■　●　●　■　■　・　●　■　餉　■ 　54．5●　．　o　．　．　．　・　5　口　■　●　■ 　45．5■　冒　o　・　．　■　■　・　o　．　・ 　33．　・　口　．　．　■　●　■　■
　関東臨海o　欄　■　■　■　■　9　瞬　6　●■　■●　o　■　，●■　●■　■
@東海・北陸
　12．70．●，■5●匿■■■暉
@　5。6
　29．1■　■　・　・　．　．　．　．　…
@25．0
　20。0墨■　■　■　6●響　■　騨　■　顧　■
@22．2
　61．80　■　・6■　…　　　　費■　■　●
@52．8
　38．2■　國■　■　■　■　■　■　・　匿．
@47。2
　110．　．　．　．．　■　●　6　■
@36
響　・　■　●　■　●　■　■　■　・　●　●　●　．　■　・　●　●　．　，　・ ．　●　●　■　鱒　■　■　●　●　●■　■ ．　■　．　．　・　・　．　■　■　■　． …　　　　　●　■　●　，　脚　．　．　・　9 謄■　●　●●■　噛　■　瞬■　●　● ●　■　匿　●　・　鱒　●　・　・　■　． 9■　■　幽　・o　●　■　9近畿内陸 10．0 25．0 10．0 45．0 55．0 20
・　・　●　口　■　■　一■　■　■　■　■　■　■　噛　■　■　■　■　■　■ ●　．　o　圏　●　●　●　●　●　●　，　■ ．　騨　．　．　・　．　・　匿　．　■　． ■　■　●　■　■　■　■　・　●　儘　●　● ・　暉　．　9　・　，　．　・　画　■　■　層 ■　・　■　・　■　■　■　齢　・　・　鱒 9　騨　●　．　．　■　■　■　■近畿臨海 5．7 25．7 20．0 51．4 48．635
■　■　■　■　o　●5　●　●　●　●5　ロ　■●　■■　■■　■　冒 ．　．　■　●　胴　●●　●　陶　●，　o ■　・　，■　．　．　．　…　　　　匿 ■　■　■　●　●響　■　■　■　曝●　■ ■　o　■　■　■　・　膠．　働　●　巳■ ●o■　■■　■　●　●　「8　● ■　・　・．　．　■　●　■■中国・四国 6．3 37．5 12．5 56．3 43．816
・　5■　，　●　●　騨　■　■　■　■　■　■　●　■　●　●●　●　●　． ・　・　o　●　●　●　●　，　，o胃　● ●　・　暉　隔　・　．　■　．　．　．　・ ■　■　・　■　9　・　・　●　・　・　の　． ．　．　P　6　．　．　．　．　脅　■　●　冒 幽　■　■　・　●　・　・　．　・　5　● ．　．　．　．　・　■　．　■　■
九州 5．3 36．8 10．5 52．6 47．4 19
全国 10．4 28．717．0 56．143．9 289
資料：明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテ
　　ク企業の企業家像に関する実態調査』2002年2、3月より作成。
　（5）　競争優位の確立
　革新的ハイテク中小企業は、従来から、先端・専門技術、先進的ノウハウ志向の企業であり、かっ
新分野を開拓して問もないことから生じる経営課題があるといわれてきた。特に、多くの経営者が技
術者であることから生じる課題が問題視されてきた。それは、製品に対する客観的評価・管理の欠落、
マーケティングの軽視、近視眼的経営姿勢、新製品やサービスの導入時に考慮すべき製品ライフサイ
クルに対する無理解や市場に対する本質的認識不足などである㈹。
　そこで、革新的ハイテク中小企業の競争優位をみると（表9参照）、各地域共に製品・サービス面だ
けではなく、流通面で極めて高い競争優位を有している。このふたつの競争優位と比べて、マーケテ
ィング面は若干弱いが、それでも新製品・新サービスの迅速な市場投入、製品・サービスの品揃えな
どで高い競争優位を確立している。ハイテク中小企業の技術系の経営者が陥るとみなされてきた課題
は、実際には大きな問題ではなく、逆に流通面、マーケティング面でも競争優位を確立している。
　実際、ハイテク中小企業の経営者は、高学歴で技術系の経営者が多い。しかし、技術系の人材育成
を受けてきた人ほど、学生時代に限られた予算内で行われる実験機材や資材、部品の調達を通じて、
コスト管理を学ぶ経験を積んでいる。こうした経験を技術系経営者が身につけていることが、流通面、
マーケティング面への注力に繋がっていると思われる。
　また地域的には、関東臨海が最も高い全競争優位の得点を示している。関東臨海は、日本最大の集
積であり、多数の選択可能な産業基盤が存在する。ハイテク中小企業にとって、集積密度が濃く、集
積の経済的メリットの存在が厚いほど、高い競争優位の確立につながるといえる。
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表9地域別3部門の競争優位
項員 i関東内陸i関東臨海i東海北陸i近畿内陸i近畿臨海i中国四国i九州　　全国
星
全　　　　　　　　　　　　　　　、 3．468i　3．378　　　　　　　　　3．507…　3．570i　3．580i　3　510…3．440　　3．585
品・サービス面の 3．550≡　3．469　　　　　　　　　3．559…　3．625…　3．793…　3．558：3．539，679
技術・科学的専門 3，935
■・一．一●，■・．．一，．一，匿■●幽．，・，・●，●●●■●●o・・■・，一．．・，・，■■■一，■●r■■■@　　　　　　　　　的な製晶∴玄二蔦． 3．727…3．727㎜“”蒼1茜乙了“’ぎ槻…3．800r’”蹴餅1°罰§．．一．・●，，●9．・@3．909一一一…k。．サー。。の品ス 卿．，齢09・9■o・，．・．■．骨．，■9・・　　　　　　　　　　　　　．冒．．・，．…　　．・噸99・・．・．・■・．．●．・■●●賢■go・6・　　　　　　　　　　　　　　，，■“■噛圃幽・D．急黒旦i．．．．9Lヱ孝ヱi．．．．隻、2罫琴．．．．曼：2ヱ喜↓．．．旦㌧ヱaヱ： ．．■．“層．．願●匿9…’………’……”ｻ甜」ザご芭ズみデザ才ジ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．972　　・　　　3．600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．・7●．°．・R．050：　2875：　3．ll21　2㌧886：　2875　　　　　　　　　2800：2947
　3．886．　．　●　．　●　r　■　■　●　■　▼　噸
@3．Ol8
流　通　　　で　の 3．606≡　　3，697　　　　　　　　　　3．870≡　3．783…　　3．743i　　3．800…3．683，799
＿顧客三二礁雛ゑ醒慮と親身鮒．． 3．955：　　3．909　　　　　　　　　　　4．083：　　4．1003　　4曾000：　　4．067；4．000，092
迅速なサービス ・・・・・・・・…@｝・・騨・・・…　。・　　　　　　　　　　　…………｛・……・…・召・・…・……｛…………・｝………@3．591：　　3．697　　　　　．　　　　　3．861：　　3．800：　　3．829：　　3．800：3．850，o　．　，　．　■　■　■　■　■　■　■@ ．815．9．，．．，■■．■一●．　，．．．騨匿響甲●．齢●，●o●●，●の●，■9■・一■9．一，．．・■●．．，．■．匿@　　　　　　　　　　　価格・コス ■●●・　909●●，o■　■・■，．■一，響．　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●馴顛●o●■鞠o●9－．■鴨一，．．．匿●r●●・●，■願一．，・・．．．．●一■　r●響●o●■@3　273i　　3　485i　　3．591　　　　　　　　　　　3　450i　　3　361i　　3　533i　3　200，　■　．　■　．　r　■　r　■　，　●　r@3497
マーケテ　ング面での競　優、 3　102：　　3　089　　　　　　　　　　3．202；　3．368：　　3，250；　　3．150：3．158，317
＿暫製贔；翫た耳ろ璽凪漢鯨撮撚 3．318：　　3．031：　　3．556：　　3．188　　　　　・　　　　　3．676：　　3．200：　3．400　　　　　　　　　　　　　　　　　　0噂■●■■c，．●．，．●●幽．．●「7・，，，■隔．・．・・．．・「　3．438「ロ「噛　●噛　9■　，o■　，
製品・サービスの品揃え ，■・．，■．　．・一■・●・・●，●．●陰・．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・．●99．・，．．．@3．318…　　3．281　　　　　　0　　　　3．485…　　3．167…　　3．088i　　3．438…3．4213， 82
…°……’’’’”°…’………’’’’”…ｪ塞，．9．・．，．騨，’．°開一99・・o．　　　　　　　　　　●°髄・…　鱒鱒、■．闘．閃騨，●●、．働．・・．匿9．・．・、閃閃暉一軍，°・●・・’・．・・o・．9．Q909：　　　3．156　　　　　　　　　　　　　3．222：　　3．400：　　　3．257：　　2800：　3．100“　●　．　●　．　■　・　冒　■　・　・　の願■．，．一■，．．，一．，．●匿一．冒．曽・．ロ．●●●7●，●o・，・・o．・．・．．．■．匿・■　．．．．■　r@　　　　　　　　　市場開拓・販売促 ，，璽，■．●●o■o、■匿一■，■■■■■■■　　　　　　　　　　　　　■■■．■r■噛●響・●’o・●・o．，，刷一■●，■r．．●．．．●，●噸’●，・．．●■■●．．●一、r■．・，●o，0Q864i　2938　　　　　　　　　3056i　3．100i　　3．029i　　3．267i2　700
　3．366．　■　・　■　．　r　■　，　■　■　■　■
@3．103
注；各項目毎の5段階評価による得点の平均得点。なお、競争優位で太字は4点以上、斜体字は3点未満の項目。黒抜き白字
　　は、競争優位で地域トップの得点を示す。
資料　明治大学政治経済学部百瀬恵夫、伊藤正昭、森下正『21世紀を拓くハイテク企業の企業家像に関する実態調査』2002年
　　　2、3月より作成。
第4章　都市型集積　大田区・東大阪市の展開と展望
第1節　都市型集積の構造的特徴
（1）　製造業集積の特徴と動向
表10　全産業を1000とした産業中分類別製造業従業者数割合（2001年）
（単位・％。）
産業中分類 都市型 産地尊・・．■一・・．・ロ匿 u「■．四，匿，，．・●蜩c　　：　大阪市
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注4：網かけ業種は、製造業基盤技術（プレス、板金、鍍金、切削、研摩、圧延、鍛造、鋳造、金型など）関連業種。
　　　33武器製造業を除く。注5：
資料：総務庁統計局統計調査部経済統計課事業所・企業統計室による「事業所統計調査報告」「事業所・企業統計調査報告」より作成。
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　都市型集積の大田区と東大阪の製造業集積の特徴にっいて、2001年の全産業を1000とした製造業従
業者数割合をみると（表10参照）、両都市共に全産業に占める製造業の割合は全国を超え、全産業に占
める製造業上位5業種の割合も全国の約2倍である。また全国を上回る割合の業種数は、東大阪12業種、
大田区7業種である。
　このように大田区、東大阪は、多種多様な製造業種からなる製造業集積となっている。しかも、大
田区よりも東大阪は、全産業に占める製造業の割合が高く、また全国の割合を上回る業種の数が多い
ことから、製造業集積の厚みがあるといえる。
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資料：経済産業省、各年度版、工業統計表（市町村編）データ（従業者4人以上の事業所）より作成。
　また、2000年の1事業所当たりの従業員数、製造品出荷額、付加価値額をみると（表11参照）、これ
らの指標の全てで大田区、東大阪は、全国の半分以下で、製造業の中小零細性が顕著である。また、
1990～2000年の推移は（表11参照）、1事業所当たりの従業員数、製造品出荷額、付加価値額の全てで
減少傾向にある。製造業の事業所が減少する中で、1事業所の規模、出荷額、付加価値額が増加傾向に
ある企業城下町や産地と比べ、存続事業所の経営状態は依然として厳しい。また、都市型集積が抱え
る立地上の制約が、規模の拡大を阻害している可能性がある。
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　①大田区の製造業集積の特徴と動向
　大田区の上位5業種は（表10参照）、一般機械器具、電気機械器具、金属製品、出版・印刷・同関連、
精密機械器具で、全国の割合を上回る業種は、この上位5業種に加えて、プラスチック製品、その他の製
造であった。特に、一般機械器具、電気機械器具、精密機械器具は、従来からいわれてきた大企業の試
作品製造、特注品の受注、各種製造装置の製造を大田区製造業集積が得意とすることを表している。
　また大田区といえば、プレス、板金、鍍金、圧延、鍛造、鋳造、金型など、いかなるモノの加工に
も完全に応えることができる裾野の広い製造基盤技術集積で有名である。厳しい経営環境下でも、一
般機械器具と金属製品の従業者割合は、2001年時点で全国の約2～2．5倍を誇るが、鉄鋼、非鉄金属は
全国を下回り、製造機基盤技術が欠落し始めている。
　しかも、大田区の製造業は、1990～2000年に事業所数と従業者数が一貫して減少し、2000年には90
年の65％の水準となり、集積3形態の中では最も落ち込みが激しかった（図1、2参照）。また、製造品
出荷額と付加価値額も、同様の傾向に陥り、2000年には90年の65～70％の水準に落ち込み、回復の兆
しは無い（図3、4参照）。
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資料；各年度版「工業統計表（市町村編）」より作成。
図21990年を100とした1990－2000年の製造業従業者数の推移
　　　　　　（従業者4人以上の事業所）
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　資料：各年度版「工業統計表（市町村編）」より作成。
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　②東大阪市の製造業集積の特徴と動向
　東大阪市の上位5業種は（表10参照）、金属製品、一般機械器具、プラスチック製品、出版・印刷・
同関連、電気機械器具となっている。また全国を上回る業種は、電気機械器具を除く上位5業種と、パ
ルプ・紙・紙加工品、その他の製造、鉄鋼、家具・装備品、非鉄金属、精密機械器具、ゴム製品、な
めし革・同製品・毛皮であった。
図31990年を100とした1990－2000年の製造品出荷額の推移
　　　　　　　（従業者4人以上の事業所）
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　東大阪も厳しい経営環境下にあるが、製造基盤技術関連の金属製品、鉄鋼、非鉄金属とハイテク関
連の一般機械器具の4業種で全国を上回る従業者数割合を維持している。また、製造基盤技術関連業種
の3業種で、東大阪市は大田区の2倍以上の従業者数割合をもつことから、東大阪の製造基盤技術集積
は、依然として維持されている。
　また、東大阪市も1990～2000年に事業所数と従業者数は一貫して減少して、2000年には90年の75％
の水準まで落ち込み、大田区に次いで集積3形態の中では最も落ち込みが激しかった（図1、2参照）。
また、製造品出荷額と付加価値額も、同様の傾向に陥り、2000年には90年の65～70％の水準となり、
回復の兆しはみられない（図3、4参照）。
　（2）　研究開発機能集積の特徴
　研究開発機能集積の特徴にっいて、2001年の全産業を1000とした学術研究機関の従業者数害1」合をみる
と（表12参照）、全国よりも大田区は高く、東大阪は低い。しかし、大田区の学術研究機関は、大企業の
事業所や子会社であるために、研究成果が広く地域の中小企業に伝搬していく可能性は低いといえる。
表12産業中分類別全産業に占める学術研究機関の従業者数割合（2001年）と増加率（1999－2001年）
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資料：総務庁統計局統計調査部経済統計課事業所・企業統計室による「事業所統計調査報告」
　　「事業所・企業統計調査報告1より作成。
　また、1999～2001年の増加率は（表12参照）、全国より東大阪は高く、今後、学術研究機関が増加す
ることが期待される。逆に大田区は、増加率がマイナスに転じている。しかし、大企業の学術研究機
関からリストラあるいはスピン・アウトした人材が、退職後、ハイテク企業を域内で起こす可能性を
期待できる。今後、大企業の研究開発部門ではなく、研究開発を専門に請け負う中小ハイテク企業と
しての学術研究機関の台頭が、製造業集積の活性化のために求められる。
　（3）　支援サービス集積の特徴と動向
　①大田区の支援サービス集積
　中小製造業向け支援サービス業の大田区上位5業種は、道路貨物運送業、機械器具卸売業、その他の
事業サービス業、航空運輸業、専門サービス業で、この合計割合は、ほぼ全国並みである。また全国
一20一
日治　’　会F学研　月，、
を上回る業種が11業種あり、企業城下町や産地と比べると多い（表13－1参照）。
　この主力支援サービス業の中で、大田区に特徴的なものは、運輸関連業種と情報サービス・調査業
である。特に、羽田空港があるため、航空運輸業が突出して高い。また、情報サービス・調査業は、
企業城下町や産地と比べて高く、典型的な都市型産業としての台頭が期待される。
　また、大田区製造業集積にとって、機械の販売を担う機械器具卸売業、資材を卸す建築材料，鉱物・
金属材料等卸売業、機械修繕を担う機械・家具等修理業の存在は、中小製造業を直接支援する重要な
存在である。つまり、これらの業種が存在することで、中小製造業は調達、購入、修繕を外注でき、
限られた経営資源の中で生産活動に専念できるのである。
　さらに、その他の事業サービス業と専門サービス業も、大田区製造業集積にとって、本業への専心
を促し、付帯業務の外注引受先として、重要な位置にある。例えば、その他の事業サービス業は、各
種検査や計量証明、警備、産業用設備洗浄及び非破壊検査、労働者派遣などを行う。また、専門サー
ビス業には、法律・特許事務所、司法書士・公認会計士・税理士、デザイン、機械設計、経営コンサ
ルタントがあり、中小製造業の経営力の強化につながる支援を行う。
表13－1全産業を1000とした産業中分類別中小製造業向け支援サービス業の従業者数割合（2001年）
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　しかし、中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率をみると（表13－2参照）、道路貨物運送業、
航空運輸業、機械・家具等修理業、建築材料，鉱物・金属材料等卸売業、機械器具卸売業など大田区
の主力支援サービス業は急減している。特に、大田区の卸売業は、デザイン、設計、企画、製品開発、
販売促進、国内外の他地域製品の取扱など、研究開発機能とマーケティングカの強化による業態転換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　21一
第42巻第1号　2003年10月
する必要がある。
　このように大田区の主力支援サービス業は減少傾向にあるが、その他の13業種で増加傾向にある。
ただし、鉄道業と道路旅客運送業の増加は、羽田空港の沖合移転と拡張に伴うもので、製造業集積と
のかかわりは薄い。これ以外の業種は、全国動向と同じだが、情報サービス・調査業、不動産賃貸業・
管理業の増加率が全国以下である。また、増加率上位5業種に入っているとはいえ、全国に満たない集
積に留まっているその他の事業サービス業と専門サービス業の一層の増加が求められる。
表13－2　産業中分類別中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率（1999－2001年）
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資料：表20－1に同じ。
　②東大阪市の支援サービス集積
　中小製造業向け支援サービス業の東大阪の上位5業種は（表13－1参照）、道路貨物運送業、その他の
卸売業、機械器具卸売業、建築材料，鉱物・金属材料等卸売業、専門サービス業となっている。また
全国を上回る業種は、大田区よりも少ない8業種に留まっている。
　これらの主力支援サービス業の中で、東大阪の中小製造業にとって、機械器具卸売業と建築材料，
鉱物・金属材料等卸売業の存在は、直接、中小製造業を支援する存在として重要な地位にある。大田
区との違いは、その他の卸売業の存在である。産地よりその割合は低いが、東大阪の製品を、その他
の卸売業を通じて小売業に卸す機能が、東大阪は高いといえる。また、道路貨物運送業の割合が突出
して高いが、これは大阪最大のトラックセンターがあることによる。しかし、東大阪は専門サービス
業とその他サービス業の割合が、いずれも全国の半分に留まっており、支援サービス業の一層の分業
化と専門性の強化が必要である。
　しかし、道路貨物運送業を除いて、主力支援サービス業の多くが減少傾向にある。中小製造業向け
支援サービス業の従業者数増加率をみると（表13－2参照）、卸売業の全てが減少傾向に陥っている。東
一22一
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大阪でも、卸売業自らが研究開発機能とマーケティングカの強化による業態転換が必要である。さら
に、大田区と異なる動向は、情報サービス・調査業の大幅な減少である。今後の主力産業と目される
この分野の大幅な落ち込みは、製造業の情報化に、障害をもたらす可能性がある。
　一方、廃棄物処理業、運輸に附帯するサービス業、電気通信業、鉄道業、機械・家具等修理業、道
路貨物運送業は、全国を上回る増加率となっている。ここでも運輸が強く、東大阪の物流拠点として
の機能の高まりが明らかである。また、東大阪では機械・家具等修理業が増加しているが、製造業の
廃業に伴い、中古機械の修理・改造を行い、海外に輸出する動きも加速化しているものと思われる。
　（4）　キャピタル集積の特徴と動向
　全産業に占める中小企業向け投融資・信用保証を行う金融機関の従業者数割合とその増加率をみる
と（表14参照）、大田区は中小企業等金融業の割合が最大で従業者数も増加したが、その他は減少傾向
にある。大田区では、中小製造業とその支援を行う卸売業の減少が激しいが、中小企業等金融機関は
厳しい経営環境下でも健闘している。つまり、既存、新規に関わらず中小企業に対する資金提供者が
健全であることから、地域の企業に対する資金供給が円滑に行われるはずである（27）。
　一方、東大阪は、銀行・信託業の割合が最大で、補助的金融業，金融附帯業が増加したが、他は全
て減少した（28）。補助的金融業，金融附帯業の増加は、減少する中小企業等金融業を補っているものと
考えられるが、これら金融機関からの借り入れや手形割引は、高金利を必要とする。経営状態の厳し
い中小企業にとって、経営を圧迫する可能性もある。
　最後に両地域に共通して、貸金業，投資業等非預金信用機関の割合が全国よりも低く、かっ大幅な
減少傾向にある（29〕。新規開業や新分野進出を目指す事業者にとって、リスクマネーを提供する投資業
が増えない状況は、集積の構造転換に支障を来す可能性があるといえる。
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　第2節　大田区の産業風土と中小製造業
　（1）　大田区地域産業史と今日的課題（30）
　大田区の産業集積の発端は、1908年に東京瓦斯株式会社が、大森東に建設許可を得た時点とされ、
以後、近代的大規模工場が大田区に進出した。つまり、第二次世界大戦前は、明治維新以降の近代的
大規模工場による京浜工業地帯と伝統産業の麦藁細工と海苔養殖業の地域であった。また、大田区で
は早くから自動車工業が勃興し、1917年から東京瓦斯電気工業が軍用貨物自動車を製造していた。し
かし、第一次、第二次世界大戦を通じて、製造業が軍需工業に転換していく過程で、大田区も軍需工
場が急増し、東京都下最大の軍需工場集積となった。そのため、第二次世界大戦中、空襲による壊滅
的な大打撃を受けたのである。
　戦後、大田区の製造業は瓦礫の中から復興努力をし、1955年朝鮮戦争による朝鮮特需で成長機会を
っかんだ。しかし、本格的に町工場の集積が形成されるのは、高度経済成長時代になってからであっ
た。当時、多くの若者が地方から集団就職で上京し、養成工として町工場に入社後、熟練技能工に育
っていった。そして、数々の町工場を渡り歩いた後、多くの者が独立開業していった。この受け皿と
して貸工場や既存の工場内部の片隅が、インキュベータの機能を果たしたのである。
　こうした中小零細製造業の創業と事業所の増加は、大田区では1980年代初めまで続く。しかし、製
造業は都市化に飲み込まれ、住工混在と公害問題への対応を常に迫られた。この問題に対して行政は、
中堅・大企業による施設の増設規制と地方移転を促す施策を実行した。また、区内にも住工分離の受
け皿が東京湾の埋立地に用意され、さらに集団化組合による工場アパートも零細企業向けに整備され
た。これによって、区内の中堅・大企業の工場の地方移転が進んだが、区内では中小零細製造業の工
場が増加し続けたのである。
　大田区の中小零細製造業は、住工混在の厳しい経営環境に、常にさらされてきたが、自分達が生き
抜くための協力体制を構築してきた。それが大田区製造業集積の特性として、常に取りあげられる専
門加工に特化した中小零細製造業による横の連携である。これは、ヒューマンネットワークと互いの
信頼関係の中から自然発生的に構築された。
　例えば、大田区の中小製造業は、首都圏各地の大企業から、試作品製造を受注して、横の連携で各
種加工技術を組み合わせ、短納期で求められる精度の試作品を完成させている。この横の連携は、あ
る企業が仕事を受注し、自社にできない加工や組立部分を、ヒューマンネットワークを活用して、外
注する仕組みである。このような企業は、コーディネート企業と呼ばれて注目を集めているが、こう
した取引慣行は大田区特有のものでもなければ、製造業特有のものでもない。例えば、こうした横の
連携は、日本のトラック運送業では古くから常識である（：m。
　しかし、1990年代に入ってバブル経済の崩壊後、長期に渡る不況と、国際競争の激化、人口構造の
高齢化、後継者不足が追い討ちをかけ、大田区の製造業は、際立った減少傾向に陥っている。相次ぐ
廃業と倒産の連続のため、既に大田区の強みであった製造基盤技術の継承と存続及び供給能力に支障
が生じ始めている（32）。
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　大田区製造業集積1ヰ、日本最大市場の首都圏に立地しているメリットが、逆にデメリットとなった
可能性がある。つまり、従来から培ってきた技術と技能に磨きをかけることで、域内外から注文が入
り、事業が成り立ってきた。そのために、技術面での競争優位はあっても、流通・マーケティング面
での競争優位が弱いといえる。大田区の強みである横の連携を活用して完成品を生み出すコーディネ
ート企業も、自ら製品の設計、開発を行っているわけではない。試作品の設計、開発を行う機能は、
大企業や中堅企業の側にあり、下請の域を脱していないのである。
　（2）　大田区の中小製造業の新展開と今後
　①横の連携から内製化・フルライン化の動き
　従来、原材料の加工から製品化までに生じる各種加工工程を、中堅・大企業は、大田区の中小零細
製造業に外注してきた。中小零細製造業に外注するほうが、多様な技術・技能を適時適切に活用でき、
コスト削減にっながったからである。しかし、中堅・大企業だけではなく、大田区の中小製造業の中
でも、技術の確保と維持・向上、コスト削減などを目的に、各種加工工程を内製化、フルライン化す
る動きがある。
　この動きには理由がある。①大田区の製造業が急減して、製造基盤技術の供給力が低下したため、
それを内製化する必要が生じている。②製品寿命の短命化によるプロダクトサイクルのスピードアッ
プに対応するに、自社で各種加工技術を保有して、試作から量産までの一貫製造体制が必要となる。
③大企業では余剰人材の雇用維持のため、加工工程を内製化している。④地方や海外に進出した中堅・
大企業が、下請企業が現地に存在しないために内製化が進む。
　このような理由から中小製造業も、特定製品を一気通貫で生産するために、必要な複数の加工工程
を保有して、大幅なコスト削減とリードタイム短縮を図ろうとしている。つまり、従来の横の連携で
はなく、企画、開発、設計から製造、販売に至る多様な技術と技能を自社保有し、多品種少量生産戦
略をとることで、差別化を図るのである。同時に、下請から提案型企業へと業態転換が進むのである。
　②内製化・フルライン化事例：株式会社吉野電気（33）
　吉野電気は、大田区の町工場だが、フルライン化による差別化戦略を徹底して業績を伸ばしている。
また、信州吉野電気として長野県茅野市にも工場がある。業務は、情報機器と自動車用電子部品の精
密プレス金型の設計・製作とプレス量産、ユニット組立で、金属とプラスチックの複合部品の金型開
発から量産までの一貫生産ラインを構築している。
　当社の強みは、部品、金型業界で先駆けてCAD－CAMを導入し、高性能なマシニングセンター、ワ
イヤ放電加工機、NC放電加工機などの精密工作機械を備えて、精密部品のミクロンオーダー・・に迅速に
対応できることである。製品開発の加速化に伴う短納期化、ハイレベル化に伴う極小化と高機能化が
要求される昨今、多品種少量生産と徹底した品質管理、確実な納期管理を実現する量産体制が大きな
特色となっている。
一25一
42巻第1号　2003年10月
　また、1998年までにISO9001と9002の認証を取得した。相次いでISOの認証取得ができたのも、自社
設計の製品を保有している証しである。さらに、クリーンルームでの部品と金型製造も、95年から行
っている。まさに、多くの加工工程を内製化して、製造のリードタイムを短縮して、多種多様な製品
提供ができる体制が整っている。
　③大田区集積の今後と活路開拓
　内製化、フルライン化と自社設計のオリジナル製品の保有を、大田区の中小製造業は、生き残るた
めに推進するものと思われる。しかし、こうして下請から脱皮し’、・自社製品を保有する企業へと変貌
を遂げた時、立地上の制約から地方への移転も生じることになろう。
　都市問題による立地制約は、大田区では既にデメリットとして顕在化している。もはや、大田区に
は、製造業の創業促進と規模拡大を受け入れる安価で広い立地は存在しない。区内企業が成長を遂げ、
生産能力拡大のために土地を求めても、域外に移転しなくてはならない。
　従って、ある程度の資本力のある企業が、知識・資本集約化によって差別化を図る一方、資本力が
なく後継者がいない中小零細企業が今後、大量に廃業するであろう。また、内製化、フルライン化の
流れは、今まで外注していた工程が不要になり、こうした工程を受けもつ企業がさらに減少する可能
性がある。加工工程の内製化で、製造基盤技術の公共性も失われるかもしれない。
　今後、大田区製造業集積の縮小傾向に歯止めをかけるのならば、区内の中小企業自らのための研究開
発機能を保有して、大田区製造業集積のメリットを自ら活用することが必要である。つまり、中堅・大
企業の製品の開発と設計を専門に受注し、製造業集積にモノづくりを発注する専門科学技術サービス業
の台頭が求められる。この業種であれば、公害問題は生じない。また、開発と設計業務のため、オフィ
スビルでも入居可能である。大田区は工場を増やす努力よりも、今ある工場を維持し、これを最大限活
用する研究開発専門企業を育成、誘致する必要があるといえる。また行政は、工場跡地を管理し、地域
産業振興のために有効活用する規制をかけて、製造業集積を維持しなければならないといえる。
　第3節　東大阪市の産業風土と中小製造業
　（1）　東大阪市地域産業史にみる産業風土（34）
　①東大阪集積の形成過程
　東大阪は大消費地、大阪に隣接するメリットを生かし、江戸時代から地場産業が盛んであった。し
かし、明治時代に、この多くが衰退したが、その労働者は大阪に出ていき、様々な生産に従事した。
そこで技術を身にっけ、再び東大阪に持ち帰り、新たな企業を起こしたのである。一方、東大阪に残
った業種にも新だな展開がみられた。
　大正時代、東大阪にも電力が供給され、大阪に近接する地区が区画整理されるなど、工業地帯とし
ての基盤が整った。これに伴い、大阪から東大阪への工場進出が活発化した。さらに昭和初期、大阪
と東大阪が鉄道と道路で直結し、東大阪への工場進出はより活発化した。当時の主要業種は、セルロ
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イド、鋳物、撚糸、機械器具、日用雑貨であった。しかし、第二次世界大戦の戦時体制が強まると、
これらは大阪砲兵工廠の下請として、金属、機械工業へ転向したのである。
　戦後、戦火で大阪の工業地帯は焼失したが、東大阪は戦火から逃れ、いち早く復興した。また、朝
鮮戦争特需、復興需要に支えられ、針金、有刺鉄線、釘、金網、工具など建設関連の地場産業が活況
を呈した。
　1950年代は家電産業が成長し、近隣の大手家電メーカーから東大阪の機械・金属関連の中小製造業
に、部品製造の発注が集中した。この頃、大阪市内は過密と地価高騰で工場立地は困難であったが、
東大阪には、また安価で広い土地と多数建設された貸工場があった。特に、貸工場は、1965～75年に
建設され、これが東大阪に零細工場の立地を促した。
　しかし、東大阪の市街化地区では住工混在による公害問題が発生し、行政はこれに対して、用途別
地域指定と工業移転促進を行った。特に、旧布施市域が、まず工場等制限地域に指定され、さらに移
転促進地域に指定されたことから、大規模工場の地方移転を促進した。
　このように、機械・金属に関連した地場産業を軸に、戦後の工業化の中で東大阪には多様な製造業
が集積したのである。
　②製造業集積の多様性を生んだ地場産業の存在
　地場産業が存在したことで、周辺産業が成長しながら機械工業が集積して、都市型集積が形成され
たところに東大阪の特徴がある。地場産業の足跡を辿ると、東大阪の鋳物工業は、わが国鋳物工業の
発祥の地といわれ、平安以降、河内鋳物として知られた。明治以降、機械や軍需産業の下請として発
展し、第二次世界大戦後は、機械工業が成長するにつれて、大阪鋳物としての役割を果たした。
　鉄線工業は、枚岡の鉄線として有名で、江戸時代、車屋利兵衛が水車で銅の伸線を引いたことに始
まる。明治以降、大阪の針金問屋から需要が増大して次第に発展し、大正時代になって産地が形成さ
れた。
　理器は、樋口万治が大阪で技術を習得し、1901年に理器の生産を始めたのが発端である。昭和初期
には鍛造によるモンキーレンチの生産に成功して以来、理器は作業工具に転換し、工具の需要が増大
するにつれて、作業工具の産地を形成した。
　金網は、上小阪地区に住む農家の子弟が大阪の金網屋に奉公に出て帰村し、金網製造を始めたこと
が発端である。今日では、用途も多様化し、工業用の部品やフィルターなどにも多用されている。
　ボルト・ナット工業は、第二次世界大戦後、大阪のボルト・ナット業者が、東大阪で鉄線工業が発
達していたことから、材料調達に地の利があると判断して移転してきた。また、地元の鉄線業者から
の転換と独立開業者が重なって、産地が形成された。戦後、機械工業の成長でボルト・ナットの需要
が拡大したことが、集積規模を拡大させた。
　セルロイド工業は第二次世界大戦前まで、大阪の鶴橋近辺に多くあったが、過密化で火災の原因と
なるため、東大阪に工場移転してきた。戦後は、プラスチックエ業に転換し、現在でも家庭用雑貨、
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工業用部品など多種多様の製品を生産している。
　このように東大阪集積の特徴は、伝統に基づく多様性にあるといえる。
　③危機意識が生んだオンリーワン志向
　東大阪のオンリーワン志向を発揮する中小製造業者の自主独立の意識は、急激な経済危機の中から
生まれた。住工混在と地価高騰の問題もあるが、工場の新設と移転は、市内東北部では今でも可能で
ある。やはり、85年のプラザ合意後の急激な円高と東アジア諸国との競合が、東大阪の製造業に危機
的状況をもたらした。
　地域経済がだめになるという危機意識は、中小企業者に強く広がり、中小企業者自らが活路を求め
て自助努力を開始した。また、中小企業者の連携活動も始まった。いわゆる多角的連携は、任意組織
だけではなく、相互扶助の精神に基づく連携組織として、共同出資会社も誕生した。
　こうした危機意識を端に発した挑戦が、オンリ…一ワン志向のトップシェア企業を生み出していく。
トップシェア企業は、差別化、細分化されたニッチ市場で、シェア・ナンバーワンを獲得している。
そのため、トップシェア企業は、独創的な技術で製品の独自性を追求する。アイディアや発想を大切
にし、研究開発を通じた自社技術の応用を盛んに行う。その結果、多品種少量生産を実現し、多様な
製品群を保有すると同時に、企画力・提案力も身にっけている。コスト、納期、品質は当然のことと
して、新規性及びアイディアと発想のユニーク性を加え、従来製品よりも高い付加価値を実現してい
るのである〔35）。
　また、トップシェア企業は、顧客の要望に応える続けることで、顧客との信頼関係を築き、技術力
を向上させてオンリーワン技術と製品を獲得してきた。また、その多くが、近隣の協力工場に生産を
外注することで、自社は重要な技術や技能だけを蓄積していく。これが可能となるのは、東大阪に製
造基盤技術をもっ企業が数多く存在するからである（36）。
　このように、製造基盤技術を有する中小企業とトップシェア企業は、緩やかな企業間連携によって、
集積全体の技術力も高めているのである。
　（2）　東大阪市のトップチェア企業の経営実態と展望（37）
　①トップシェア企業事例1：オーニッチエ業株式会社
　1945年創業のオーエッチ工業のトップシェア商品は、工業用ハンマーと自動車搭載用ハンマーであ
る。
　当社の製品開発段階でハンマーのニッチ市場を選択し、他社が手掛けない特殊用途ハンマーを製造
してきた。当社のン・ンマーは、その種類とサイズを組み合わせると約600種類にも及ぶ。顧客のニーズ
に合わせた製品開発能力を駆使し、多品種少量生産に成功したのである。常に製品の高付加価値化を
目指し、中国製の安価な製品との差別化を図っている。こうして自社にハンマー製造の差別化された
技術と技能を蓄積して、特殊用途ハンマーを開発する能力を養ってきたのである。商品のモデルチェ
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ンジや新製品開発のスピードに対応するために、開発本部も設置し、新製品の企画・開発を行う体制
を整えている。
　また、自社製品を販売する販路開拓にもカを入れてきた。当社は作れば売れる時代から、地場の卸
だけではなく、新潟県三条市や兵庫県三木市の卸売業へと販売網を拡大してきたのである。
　②トップシェア企業事例2：株式会社フジキン
　1929年創業のフジキンは、誰も手掛けない様々な高付加価値のバルブでトップシェアを誇る。代表
製品には、宇宙ロケット用超精密バルブ、原子力・半導体・バイオ用バルブがあり、創業時からの戦
略である誰も手掛けない高付加価値のバルブを製造するという流れを継承している。
　当社飛躍のきっかけは、53年にニードルバルブの特許を取得し、その後、さまざまな特許を取得し
たことである。同業他社に対する参入障壁を築きながら、不況時にも揺らぐことない経営基盤を作り
上げた。また、技術力と製品の高品質が国際的に認められ、ドイツの優良工場認定を1980年に受けた。
また、国際認証であるISO9002も取得済みである。
　このように当社では、ディファクトスタンダードを意識し、生産管理にも明確な基準を設け、それ
を徹底的に実行してきた。品質管理や財務管理も、勘に頼るのをやめ、確固たる基準を設けて実行し
てきた。まさにそれは、当社が実践してきた当たり前のことを当たり前にやる経営であり、企業が中
小零細企業から脱するために必要不可欠な取組である。
　このように当社は、常に先進的取り組みを実践してきた。また、組織運営は日本的経営を重視し、
企業にとって根幹となる理念は変えず、技術革新を促進する経営革新に積極的に取り組んでいる。
　③東大阪の中小製造業の今後
　事例にみるトップシェア企業の経営実態から明らかなことは、技術力、生産管理、品質管理、企画
提案力、経営管理、組織運営などで当たり前のことを当たり前にできる経営力をもっていることであ
る。また、単なる受注企業から脱却し、品質、技術で差別化を図り、ニッチ市場で超一流の独立企業
になるといった考えをもっ企業であるといえる。この背景には、トップシェア企業は、明確な理念を
構築して、その実現に向けて逼進、努力する姿勢を、貫いてきたところに大きな特徴があるといえる。
　また、東大阪では、これら自立した企業を中心に、緩やかなネットワークで中小製造業が組織され
ている。しかし、1960年代後半から東大阪の集積も、急激に規模を拡大してきた。それから30数年経
った現在、経営者の高齢化問題が出てきている。長引く不況と国際競争激化の中で、製造業の事業所
数が急激している。後継者難は、この傾向に拍車をかけている。従って、企業と地域社会は、早急に
この問題に対応し、長年に渡って地域に蓄積してきたモノづくりの技術・技能を伝承していく必要が
ある。
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第5章　企業城下町集積：浜松市・四日市市・豊田市・諏訪市の展開
　第1節　企業城下町集積の構造的特徴
　（1）　製造業集積の特徴と動向
　企業城下町集積の浜松、四日市、豊田、諏訪の製造業集積の構造的特徴について、2001年の全産業
を1000とした製造業従業者数割合みると　（表10参照）、全産業に占める製造業の割合は、4都市共に全
国と都市型集積を上回っている。特に、豊田は突出していて全国の約2．・5倍である。また、産地と同様
に4都市で従業者割合が突出した業種がある。全産業に占める製造業上位5業種の割合も高く、豊田が
全国の約4倍、最低の四日市でも約1．5倍であった。
　このように企業城下町は、特定の製造業種に率いられた製造業集積である。しかし、全国を上回る
従業者数割合の業種が、都市型集積並みに7、8業種あり、製造業の多様性も備えている。突出した主
力産業を抱えながら、集積内の製造業は全国よりも多様化しているのである。
　また、1事業所当たりの従業員数は諏訪を除く3都市で多く、その規模は拡大傾向にある。1事業所当
たりの製造品出荷額と付加価値額は、浜松と諏訪で全国以下だが、諏訪を除く3都市では増加傾向にあ
る。このことは、諏訪におけるリーディングカンパニーの工場撤退が理由として考えられる。企業城
下町は、依然として親企業の経営活動の影響を受けやすい特徴があるといえる（表11参照）。
　①浜松市の製造業集積の特徴と動向
　浜松の上位5業種は（表10参照）、輸送用機械器具、その他の製造、一般機械器具、金属製品、電気
機械器具で、浜松三大産業、自動車と楽器が含まれている（38）。また全国を上回る業種は（表10参照）、
電気機械器具を除く上位5業種と、繊維、プラスチック製品、家具・装備品、非鉄金属であった。浜松
三大産業の繊維と、もう一つの伝統産業である家具・装備品も健在である。浜松は、近代的な機械工
業の集積であるが、今日でも地場産業を平存する多様性ある集積といえる。
　しかし、1990－2000年の事業所と従業者数は、96－98年に一時増加に転じたが、99年から減少し、
2000年には90年の約80％の水準となった（図1、2参照）。一方、製造品出荷額と付加価値額は、2000年
でも90年の水準を維持し、製造業集積の生産性向上と高付加価値化が確実に進んでいる（図3、4参照）。
　②四日市市の製造業集積の特徴と動向
　四日市の上位5業種は、化学、電気機械器具、食料品、一般機械器具、窯業・土石製品で、全国を上
回る業種は上位5業種全てとプラスチック製品、石油製品・石炭製品、飲料・たばこ・飼料である（表
10参照）。かつて、』蜍C汚染に苦しんだ企業城下町、四日市であるが、コンビナートを中心に展開する
化学と石油製品・石炭製品は、基礎素材型製品から機能性化学製品などの高付加価値型製品へ転換を
果たした。また、公害問題の影に隠れてしまっていたが、手延べ素麺と植物油を中心とした食料品と
萬古焼で知られる窯業・土石製品は、今でも地場産業として地域産業に占める地位は高い。
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　しかし、四日市の事業所は1990年以来、一貫して減少し、2000年には90年の約75％の水準となった。
従業者数は96年まで横ばいだったが、その後、．減少し、2000年には90年の約80％の水準となった（図1、
2参照）。一方、製造品出荷額は豊田と並んで、2GGO年でも90年を若干上回り、付加価値額も90年以来、
その水準を上下しながら2000年には90年の約9割の水準を保った（図3、4参照）。厳しい経済環境にあ
りながらも、四日市製造業集積は、比較的良好な業績を残している。
　③豊田市の製造業集積の特徴と動向
　豊田の上位5業種は（表10参照）、輸送用機械器具、一般機械器具、金属製品、電気機械器具、プラ
スチック製品となっている。市内にトヨタの本社、研究所、工場が集中立地し、その下請企業も集積
しているため、輸送用機械器具が突出している。また全国を上回る業種は（表10参照）、電気機械器具
を除く上位5業種とその他の製造、ゴム製品、家具・装備品、繊維である。豊田は自動車産業の街だが、
伝統産業の家具・装備品と繊維が、今日でも存在することも特徴といえる。
　さらに、豊田の事業所は1990年から斬減したが、97年に再び増加に転じた。しかし、増加傾向は続
かず、再び減少に陥ったが、2000年時点で90年の約90％の水準を維持して、従業者数も90年以来、横
ばいの傾向が続いている（図1、2参照）。一方、製造品出荷額は、90年の水準を上下しながら、2000年
には90年の水準を若干上回った。また、付加価値額は、極めて大きな乱高下をくり返すという特徴を
有しながらも、2000年時点で90年の110の水準を確保した（図3、4参照）。このように、豊田は集積の
中で最も業績が優れているのである。
　④諏訪市の製造業集積の特徴と動向
　諏訪市の上位5業種は（表10参照）、電気機械器具、精密機械器具、一般機械器具、金属製品、食料
品である。特に上位4業種は、エレクトロニクス、超精密加工関連の大企業、中堅・中小企業が集中し
ているためである。さらに、伝統産業も信州味噌の食料品が健在である。また全国を上回る業種は（表
10参照）、食料品を除く上位5業種とその他の製造、非鉄金属、飲料・たばこ・飼料であった。
　しかし、諏訪の1990－・2000年の事業所と従業者数は（図1、2参照）、減少傾向にあり、2000年時点で
90年の約8割の水準になった。一方、製造品出荷額と付加価値額は（図3、4参照）、90－－94年にかけて急
減し、94年には90年の約6割の水準にまで落ち込んだ。それ以降、多少の回復傾向もみられたが、ほぼ
横ばいで2000年まで推移した。諏訪の場合、中小零細企業の廃業、倒産よりも、セイコーエプソンの
生産拠点が海外も含めた他地域へ移転したことと、チノンの業績不振によるリストラの影響が大きい
と思われる。
　（2）　研究開発機能集積の特徴
　企業城下町集積の研究開発機能集積の特徴にっいて、2001年の全産業を1000とした学術研究機関の
従業者数割合をみると（表12参照）、いずれも全国を大きく下回り、唯一浜松が全国の約半分である。
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企業城下町であるが故に、研究開発部門は大企業内部に内包されていることが最大の原因といえる。
また、1999－－2001年の増加率をみると、諏訪を除く3都市で増加傾向にある。今後もこの傾向が続くこ
とで、集積内の中小製造業に対する技術移転が促進されることが期待される。
　総じて企業城下町では、研究開発機能集積が薄く、地域の大企業内にある研究開発部門が主体とな
っているものと思われる。大企業の研究開発部門の研究成果は、下請へも伝播するが、系列や協力関
係を超えた横の広がりを期待できない。そのため、新規開業企業と既存企業の新分野進出を、技術面
で専門にサポートする機能は非常に弱いといえる。
　（3）　支援サービス集積の特徴と動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　①浜松市の支援サービス集積の特徴と動向
　中小製造業向け支援サービス業の浜松の上位5業種は（表13－1参照）、その他の事業サービス業、専
門サービス業、道路貨物運送業、機械器具卸売業、その他の卸売業で、全国を上回る業種は5業種に留
まっている。
　これら浜松の主力支援サービス業のうち上位2業種は、浜松の中小製造業に本業への専心を促し、付
帯業務の引き受け、あるいはマネジメント能力の強化につながる支援を行う業種として重要な位置に
ある。
　機械器具卸売業、建築資材、鉱物・金属材料卸売業、その他の卸売業といった製造業向けに製品、
部品、資材を卸す、あるいは製造業の製品を小売市場に向けて出荷する卸売業が、他の企業城下町と
比べて充実している。また、道路貨物運送業と倉庫業も、第二次世界大戦以前から、鉄道貨物扱いと
繊維製品及びその原料保管を行ってきた歴史をもち、今日では扱い製品は変化したが、物流拠点とし
ての特徴をもつ。
　次に、中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率をみると（表13－2参照）、浜松の主力支援サ
ービス業は、その他の卸売業と鉄道業を除く全ての業種で増加傾向にある。特に、機械器具卸売業と
建築材料，鉱物・金属材料等卸売業の2業種で高い増加率を維持している。このことは、この2業種を通
じた浜松製造業集積の調達、販売力の強さも物語っている。さらに、浜松の情報サービス・調査業の
割合は、企業城下町では諏訪と並んで高い割合を占め、また増加率も10％近くあることから、製造業
集積のIT化を支援するサービス業が充実する傾向があるといえる。
　②四日市市の支援サービス集積の特徴と動向
　中小製造業向け支援サービス業の四目市市の上位5業種は（表13－1参照〉、道路貨物運送業、その他
の事業サービス業、専門サービス業、機械器具卸売業、建築材料，鉱物・金属材料等卸売業で、全国
を上回る業種は、8業種と企業城下町の中では最も多い。
　企業城下町の中で四日市は、最も運輸関連業種の割合が高い。これは、明治時代に開港した四日市
港を中心とした物流拠点としての地位が今日でも高いことを物語る。また、その他の事業サービス業
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の割合も、企業城下町の中では最も高い。四日市の主力産業である化学と石油製品・石炭製品のプラ
ント設備向けサービスを展開する産業用設備洗浄業、非破壊検査業などが多いといえる。廃棄物処理
業も、既に集積が進んでいる。
　また、中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率をみると（表21－2参照）、機械器具卸売業が
最大の減少率で、その他卸売業、建築材料，鉱物・金属材料等卸売業も減少傾向にある。当地の地場
産業には、中小零細規模の事業者が多く、地場産業の資材調達と販売能力の低下が懸念される。一方、
情報サービス・調査業は、従業者数割合が未だに小さいが、集積の中で最大の増加率を示し、今後急
速に集積内における経済的地位が向上するものと思われる。
　③豊田市の支援サービス集積の特徴と動向
　中小製造業向け支援サービス業の豊田市の上位5業種は（表13－1参照）、その他の事業サービス業、
道路貨物運送業、機械器具卸売業、専門サービス業、自動車整備業で、全国を上回る業種は、4業種に
留まっている。これら主力支援サービス業は、豊田製造業集積における経営活動の特徴を示すもので
ある。
　例えば、道路貨物運送業は、トヨタから振出される「かんばん」に従って、トヨタの組立及び部品
工場と一次下請メーカー間をジャスト・イン・タイムで、各工場間を在庫滞留なしで、ルート集荷、
配送を行っている。機械・家具等修理業は、世界で最も自動車組立工場が集積しているため、製造ラ
インの修繕が大量に発生することに起因する。
　また、中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率をみると（表13－2参照）、主力支援サービス
業全てで増加傾向にある。トヨタの好調に支えられているいるが、トヨタを中心に展開してきたトヨ
タ生産方式が、これらの支援サービス業にも徹底して実行され、地域一丸となって世界最強の自動車
産業集積が構築されている証左ともいえる。
　特に、増加率上位5業種に協同組合が含まれており、上述した生産システムを常に改善、改革しなが
ら事業展開を行うためには、緩やかな連携ではなく、逃げ場のない強固な連携が必要であるといえる。
　④諏訪市の支援サービス集積の特徴と動向
　中小製造業向け支援サービス業の諏訪市の上位5業種は（表13－1参照）、その他の事業サービス業、
専門サービス業、道路貨物運送業、機械器具卸売業、道路旅客運送業で、全国を上回る業種は、5業種
に留まっている。
　特に、専門サービス業の割合が各集積の中で最も高く、マネジメント、財務会計、法律、デザイン、
設計に関わる支援サービスが充実している。また、地域の生産物の物流を担っている道路貨物運送業
の割合も高い。さらに、諏訪は観光地でもあることから、乗合バス、水運などからなる道路旅客運送
業とリゾートマンションなどの不動産賃貸業・管理業の割合が高いことも特徴である。
　また、中小製造業向け支援サービス業の従業者数増加率をみると（表13－2参照）、製造業の資材、部
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品の調達及び製品の出荷を担う卸売3業種の減少が目立つ。一方、従業者数が増加している業種は全て、
全国を上回っている。観光関連の旅客輸送分野が急増していることも、諏訪の特徴といえる。’また、
情報サービス・調査業が、全国と比べて高い増加率を示している。電気機械器具からソフトウェアを
中心としたシステム産業への転換が進みっっあるといえる。さらに、協同組合の増加も目立つ。中小
企業による自助努力と相互扶助の動きが活発であり、新たな活路の開拓が組合活動を通じて達成され
ることが期待される。
　（4）　キャピタル集積の特徴と動向
　全産業に占める中小企業向け投融資・信用保証を行う金融機関の従業者数割合とその増加率をみる
と　（表14参照）、浜松と豊田は、中小企業等金融業の割合が最大である。浜松の浜松信用金庫、遠州信
用金庫、豊田の豊田信用金庫は、自己資本比率が国際基準の8％を上回る健全金融機関である。これら
は、制度融資を含む中小企業向け融資の他に、経営及びISOコンサルティング、異業種交流会、後継者
育成研究会などを無料で開催し、顧客である中小企業の資質向上に努めている。また、地域金融の伝
統的な営業展開である金融機関の側から顧客のところへ足を運ぶ活動、いわゆる足で稼ぐ営業が、今
でも続いている。
　一方、四日市、諏訪は、銀行・信託業の従業者割合が最大で、しかも四日市では従業者数も増加し
ている。しかし、中小企業等金融業の集積内での経済的地位は決して低くはない。四目市の北伊勢信
用金庫の自己資本比率は国際基準8％超え、諏訪の諏訪信用金庫は国際基準の約2倍という健全金融機
関である。両金融機関共に、浜松と豊田の信金と同様に、地域金融特有の営業が続けられている。
　このように、地域に密着して中小企業に特化した営業展開を行う企業城下町の信用金庫は、健全な
経営状態を維持し、顧客の顔と名前がわかる信用に基づく営業展開を続けている。しかし、都市型集
積、全国と比べて投資業が貧弱である。既存の中小企業による新分野進出や新規開業企業に投資を行
うキャピタル集積の充実が求められる。
　第2節　浜松市の産業風土と中小製造業
　（1）　浜松市地域産業史にみる産業風土〔39）
　浜松産業集積の源は、江戸時代に遡る。当時、浜松藩主が持ち込んだ繊維業が農家の副業として始
まる。また材木業は、赤石山脈より切り出された木材が、天竜川の水運でいかだを組んで運ばれた。
この二大業種は、第二次世界大戦後も遠州織物、天龍木材として全盛を極めたが、高度経済成長が終
わると、東アジア諸国の追い上げで、縮小傾向にある。
　明治時代には、繊維産業の近代化に貢献する力織機を、浜松出身の豊田佐吉と鈴木道雄が発明し、
低廉高性能の国産力織機は、全国に普及する。また、江戸時代から培われた木工技術を応用し、機械・
金属・刃物などの工業が発達した。都市の整備で工場が市内に建設され、また工場誘致も行われた。
現在の浜松産業の基礎は、この時期に形成された。
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　この頃、山葉寅楠がオルガン修理に成功し、これを機に彼は、オルガン生産を行う山葉風琴製造所
を設立した。後に、この製造所に入所した河合小市が、ピアノ製造に国内で初めて成功し、彼が昭和
になって独立して、河合楽器研究所を設立した。さらに、鈴木道雄は織機製造に飽きたらず、二輪車
と軽四輪に進出し、今日のスズキを築き上げる。
　しかし、明治期からの機械や金属工業は、次第に軍需産業の性格を強め、時代が戦争へと移る中で
軍需産業に転換した。そのため、第二次世界大戦中、浜松は沖合からの艦砲射撃と空爆を受け、焦土
と化した。
　戦後は、一転、平和産業の道を歩む。特に本田宗一郎が、通信用小型発動機を基に製作したオート
バイを起源として、オートバイメーカーが市内に30社創業した。しかし、熾烈な競争でそのほとんど
が消え、この競争を勝ち抜いたホンダ、ヤマハ発動機、スズキは、今日、世界的企業となった。この
過程で浜松は、系列的な企業城下町集積を形成し、高度分業体制と専業化による各工程内でのコスト
削減に成功する。しかも、その技術力の高さから輸出を拡大し、日本有数の産業集積となった。
　また、浜松産業の第四の柱として、楽器との関連からエレクトロニクスを生かした電気機械、輸送
用機械との関連から一般機械が新産業として加わった。例えば、浜松ホトニクスは、戦後早くも1948
年に東海電子研究所として、長野県出身の堀内平八郎によって誕生した。
　このように多彩な産業を勃興させて、主力業種を多様化させてきたところに浜松の特徴がある。ま
た、浜松特有の現象として、有望産業分野で企業が開業すると、こぞって参入者が増え、競争が市内
だけで激化するということである。戦後のオートバイ、楽器が特に顕著で、市内だけで数十、数百社
も参入が相次いだ。結果的に生き残ったのは、2、3社だが、浜松で生き残った企業は、国内外でトッ
プクラスの企業になる。
　現在でも、電子機器やソフトウェアの分野で、新規開業が続いている。「みんなでやってみよう」、
いわゆる「やらまいか精神」で、続々と企業が誕生する一方で、強烈な淘汰も進む。地域内での企業
間競争が激しいと同時に、地域の企業経営者に事業経営に対する甘えを許さないところに、浜松の産
業風土としての特徴があるといえる。
　（2）　産業風土が生んだ企業城下町浜松タイプ
　浜松には輸送用機器のスズキ、ヤマハ発動機、ホンダ、楽器のカワイ、ヤマハなど大企業の工場が
ある。また、輸送用機器には、専門部品メーカーの世界的企業も存在する。例えば、アルミホイール
で世界シェア第3位のエンケイ、自動車ユニット部品のアイエス精機などである。
　トヨタグループの豊田市、日立グループの日立市とは異なり、浜松は、これらの企業が独立した企
業であり、各社独自に下請重層構造を構築している。また、下請重層構造をもたない楽器と小規模零
細性の強い繊維や木材など地場産業の事業者も多数存続しているという特徴がある。
　このような多様な製品群を有する浜松産業集積を支える下請中小企業も、ダイナミックな展開をし
ている。
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　例えば、自動車関連の下請中小企業は、整理・淘汰の流れの中で、積極的な展開をしている。浜松
の完成車メーカーも、企業ごとに独自の下請構造をもち、ほとんどの部品を地元の下請中小企業に依
存してきた。しかし、完成車メーカーの工場が海外展開するに従って、一次下請も追随した。一方、
浜松に残った一次下請は、親企業の内製化や生産拠点の海外展開の影響で、一層の分業化と専門化も
進んでいる。また、四輪と二輪に加え、工作機械の部品も生産している下請中小企業もある。特に、
二輪車メーカーから下請に対する技術指導はなく、親企業と下請との関係は硬直的ではない。そのた
め、二輪車関連の下請の多くは、特定メーカーへの依存体質がなく、専門部品メーカーとして生産を
行っている。
　このように下請中小企業でも、親企業に依存しない独自の展開をしていることが、浜松の製造業集
積の強さの秘訣となっている。
　また逆に、親企業を絞り込む戦略にでる下請中小企業もある。この戦略をとる下請は、親会社から
資本を注入してもらい、親会社の専属となる。親会社の要請に常に応え、エンジンや部品の開発など
を通じて、親会社に提案する実力を養う。親企業も、自社が取り組んでいる経営革新運動を、専属下
請にも実施させ、直接部門の生産性、技術力の向上から、間接部門の合理化に至るまで、経営改善指
導を行うのである。
　このように、自動四輪、二輪関連についてのみだが、浜松の下請中小企業は、積極的に構造変化に
対応している。つまり、下請中小企業は、自社の製造、加工、組立技術を、自動車関連以外に応用す
る一方で、特定親企業の専属化戦略も打ち出している。たとえ整理・淘汰が進もうとも、地域産業史
の中で幾度も新分野進出を図ってきた地域であり、挑戦が続いているところに、浜松の強さがあると
いえる。
　輸送用機械、楽器、繊維の三大産業に一般機械と電気機械を加えた四大産業が、今日の浜松産業の
柱である。これに続く柱として、浜松市は、光技術を生かした光産業の育成に力を入れている。しか
し、四大産業が有するユニーク性を、今後も発展させていくことを忘れてはならない。特に、二輪車
と楽器である。二輪車は、発展途上国では生活必需品だが、先進諸国では生活必需品と好不況の影響
を受けにくい嗜好品の側面を併せもつ。こういう二輪車は大量には売れないが、高価格でも多様な製
品が売れる。いわゆる、多品種少量生産の高級二輪車市場が存在するのである。楽器も高級品市場は、
似た状況にある。浜松集積の安定に寄与する二輪車と楽器の存在自体が、浜松集積の強みを体現して
いるのである。
　（3）　浜松市の中小製造業の新展開c4°）
　①浜松四大産業事例・輸送用機械：沢根スプリング株式会社
　1966年創業の沢根スプリングの業務は、自動車用量産バネ製造と関連会社のサミニが行う通信販売
カタログの小口注文向けバネ製造である。創業当時、浜松のバネ製造業界で当社は最後発で、当初か
ら取引相手を多様化ぜざるを得なかった状況が、今日の経営戦略の下地を形成した。
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　当社の経営戦略の特徴は、独自性と連携である。当社は、独自性を発揮するために、スピードと小
さな差異化に注目している。例えば1社からの1万個の注文より、1万社からの1個の注文が欲しい
という方針で、通信販売カタログは、現在、約3，000種類のバネを扱う。多様な品揃え、小口注文への
心配りが、当社の高収益経営を可能にしている。また、スピードという観点から、注文を受けた従業
員が最後まで業務を行い、即日発送を可能としている。また、企業間連携として、ネット上でモノづ
くりネットワークを運営し、製造業の広報活動事業を行うと同時に、連携企業の商品を扱う代理販売
事業も行っている。
　このように当社は、日本の製造業は前後のバランスが悪いとの考えから、製品企画力と商品販売力
を自前でもち、きめ細かいマーケティング手法の導入によって事業拡大に成功してきたといえる。
　②浜松四大産業事例・一般機械：庄田鉄工株式会社
　庄田鉄工は、浜松の楽器産業の部品を製作する木工機械の製造を事業として創業した。以来、数々
の製品を開発し、特に1968年に世界初のNC木工機械を開発した。現在の主力は、　NC住宅建材加工
機械の製造に変わったが、既に各種新素材加工機械にまで製品群を拡大している。
　当社の経営戦略の特徴は、人々の想いを形にしたいという創業者理念に基づいている。実際、当社
は、顧客が満足できる優れた製品を、適切な価格で提供し、顧客がその製品を通じて利益を上げられ
ることを目指している。この顧客志向の経営を実現するために、従業員重視・従業員満足を追求して
いる。また、研究開発機能の強化のために、1995年に都田テクノポリスに「ハイテクセンター」をオ
ープンさせた。
　当社は、歴史のあるハイテク中小企業で、基本的には技術志向の企業である。しかし、創業以来の
企業理念を大事にし、全社員が理念の共有を図る努力を怠っていない。また、顧客志向を徹底し、販
路も国内から海外へ拡大するなど、流通、マーケティング面での経営力も、かなり早い段階から構築
してきたところが同社の強みといえよう。
　③自己変革力で活路を拓く
　繊維と楽器を除く浜松四大産業の輸送用機械器具、一般機械に属する事例は、浜松が生んだ自己変
革力をもっ中小企業といえる。
　沢根スプリングは、創業時から同業他社と同じ道を歩むことができない経営環境におかれたことが、
経営戦略の特徴を決定づけている。従来通りのやり方や業界のしきたりに捕われずに、新しいことに
挑戦してきたことが飛躍を生んでいる。また、庄田鉄工も、先進的な取組を業界に先駆けて行い、多
様な業界向け製品の開発を急ぎ、多分野で通用する機械メーカーとしての地位を構藻したのである。
　そして、2社に共通する強みは、顧客志向の経営による顧客のニーズに裏打ちされた製品開発と販売
体制の確立がされていることにある。いずれも開業間も無い新規開業企業ではないが、新しいことに
挑戦することで、持続的に自己変革を遂げてきた強い中小企業といえる。
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　第3節　四日市市の産業風土と中小製造業
　（D　四日市市地域産業史にみる産業風土
　江戸時代の四日市は、徳川の所領、東海道の宿場町、伊勢国の幕領で唯一湊をもっ代官所のある行
政の町であった。幕府直轄領としての威光から、四日市廻船が発展した㈲。
　明治初期、政府が綿紡績業育成のため1879年イギリスから紡績機を輸入し、80年に三重紡績所にも
払い下げられ、後に日本一の大紡績会社に発展した。また、三重郡室山村で味噌醸造業を営む伊藤家
の5代小左衛門が、1862年に製糸業を開始した。官営富岡製糸場へ調査と作業方法の修得のために人を
派遣し、民間製糸業で第1級の評価を得た（42）。
　1900年頃、製糸業参入者が相次ぐが、ほとんどが職工10人未満の零細工場だった。しかし、第一次
世界大戦と大戦後のアメリカの好況で、四日市の製糸業も最盛期を迎えた（43）。
　一方、四日市の地場産業、萬古焼は1736年頃に桑名で始まったが衰退し、やがて、山中忠左衛門が
萬古焼を四日市で復興させ、堀友直と川村又助がその技術向上と販路拡大に貢献した。明治後半から
大正にかけて、近代工場制度への移行が進むと同時に、四日市港が1899年に開港場に指定されると、
欧米を中心とした萬古焼の海外輸出が急増した。しかし、第二次世界大戦中、萬古焼は、原料・資材・
燃料不足と輸出市場の喪失という二重苦に陥る。特に、生産額の半分以上をアメリカに輸出していた
萬古焼の市場喪失は、大きな痛手となったのである（44）。
　戦後、戦争被害は甚大で産地は焦土と化し、資材も払底、熟練労働者の確保も難しかったが、国民
生活の復興に伴い、生活必需品の陶磁器需要は高まった。GHQも陶磁器工業の復興を緊急課題とし、
原材料配給や品質改善に努め、生産と輸出の復興を図った。1947年に民間貿易が再開、48年に輸出生
産額が内需生産額を上回り、萬古焼は復興した（4s）。
　このように四日市では戦前までに繊維、窯業が栄えたが、これに加えて臨海部に、戦前、石油化学
と電機関連の大企業が既に立地していた。また、1959～72年にかけて、塩浜地区の第1コンビナート、
午起地区の第2コンビナート、霞ヶ浦埋立地の第3コンビナートが稼動した。当時、コンビナートから
出る煙で大気が汚染され、「四日市ぜんそく」になる地域住民が続出したのである（46）。
　このように、四日市は古くから宿場町・港町として、その文化と産業を変遷させてきた。しかし、
戦後、国策によって形成されたコンビナートに象徴される石油化学工業は、四日市固有の産業風土を
培ってきたとはいいがたい。しかも、それ以外の産業は、これらのコンビナートがもたらした公害問
題に隠れてしまってきた。
　しかし、電機関連の大企業は、四日市で各々の系列下請構造を形成した。現在、四日市の下請中小
企業は、系列や協力工場でありながら、特定の親企業に縛られずに、取引先の多様化や独自技術と製
品の開発が盛んである。例えば、電機メーカーの下請中小企業でも、自動車電装部品を手掛け、豊田、
浜松、鈴鹿に取引先をもつことも珍しくはない。
　また、萬古焼は今でも四日市の主力産業で、日本屈指の生産高をあげている。しかし、中国からの
低価格製品の流入のため、圧倒的なシェアは減少し始めているが、ブランドイメージの確立や従来は
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無かった製品も手がけるなど差別化を図っている。伝統に捕われない新しい挑戦が行われる一方で、
伝統技法を再現する努力も行われている。
　こうした取組の背景には、四日市も東海地方の一角を占め、積極的かつ穏やかな気質をもっ人が多
いことをあげることができる。浜松のような「やらまいか」といったキーワードはないが、伝統的な
ものに捕われない自由な地域住民気質が、四日市集積の変革の力となっている（47）。
　（2）　四日市市の中小製造業の新展開（48）
　①四日市伝統産業事例：株式会社スズ木
　創業1945年のスズ木は、四日市で生産される萬古焼の全国卸販売を手がける。主要取引先は、百貨
店、量販店、専門店、結婚式場、ギフトショップ、生活雑貨店、ディスカウントストアと多様である。
　同社の経営戦略の特徴は、本部と営業にある。まず、本部は総務と経理、商品開発、生産管理を行
い、特に研究開発機能として萬泥庵という研究工房を設け、自社商品の企画・製造、市場動向を研究
している。
　また、営業は取扱商品別に別れているが、消費者ニーズの多様化に対応して、商品の組合せが自由
にできるギフト配送システムを導入した。営業努力としては、ショールーム開設とカタログ発行を行
い、また有田や瀬戸などの同業者と共同で展示会も行なっている。また、陶器の市場は、季節波動が
大きいので、季節商品ではない食器や生活雑貨も取り扱い、さらに、アメリカと東南アジアに製品を
輸出している。
　現在、最も注力している経営戦略は、ブランド戦略である。鍋は国内シェア70％だが、萬古焼は有
名ではない。既に低下価格、低品質の中国製品が大量流入しているため、差別化のために全商品に萬
古焼シールを貼り、知名度普及に努めている。さらに、萬泥庵での研究開発から生まれたオリジナル
商品や新機能性製品の販売も行っている。
　当社は、現状打破のためには、やはり萬古焼ブランドイメージの向上が必要と考え、四日市市営の
「ばんこの里会館」に、萬泥庵で製造された新作を提供している。また、萬古焼組合にも所属し、今
後は地域ぐるみで萬古焼のブランドイメージを広めていく。
　②四日市下請企業事例：三重工熱株式会社
　三重工熱は、1962年に富士電機鈴鹿工場開設と同時に、協力会社として業務を開始したが、76年に
独立し、電気炉や回転部品の組立を行った。80年にはホンダの自動二輪車用クラッチの組立受注に取
り組むが、再び88年から富士電機三重工場の協力会社として、自動販売機の部品組立を手がける。同
年、現在も当社で研究・開発を行っているオゾン発生器用発生管の製作を開始する。現在、オゾン発
生装置の研究・開発・製造、IHクッキングヒーター製造、自動販売機部品の製造を行っている。ま
た、取引先も多角化し、主要取引先は10社にも及ぶ。
　当社の経営理念は、生活のために豊かさを提供するというもので、品質の維持・管理を徹底し、新
一39一
42巻　1号　2003　10月
製品開発も積極的である。しかし、物質的な豊かさのみを追求しすぎた結果としての公害が、地球規
模の問題となっていることから、環境問題対応の体制を固めている。
　経営戦略上の特徴は、常に時代の変化に対応した経営を行うことである。つまり、時流に合わせて
事業の転換も躊躇しない。実際、当社は創業以来、数度に渡る転換と次々に新製品開発を行ってきた。
今後も独自技術を土台に、転換と変化を持続し、実践していくであろう。
　③業種ごとに異なる経営革新の内容
　四日市の主力産業2業種の事例企業は、各々の業界で自己変革を遂げてきた企業である。しかし、変
革のテンポと内容に大きな違いがある。
　地場産業の萬古焼は、わが国最大の生産量を誇りながら、そのブランドは消費者に知れ渡っていな
い。かつて、余りにも全盛を極め、また今日でも大量の需要があるために、危機意識が芽生えるのに
時間がかかり、変革への取組が遅れたものと思われる。しかし、経営革新に芽生えた企業は、地場産
業を単なる職人技から、デザイン・イン、機能性製品の研究開発、多品種少量への対応など、急速に
知識集約化を推進している。
　電気機器の下請中小企業は、四日市の大企業が家電だけではなく、多様なパワーエレクトロニクス
分野であるために応用範囲が広く、下請の業務展開も、異業種も含めた取引先の多角化がみられる。
また、電気機器の下請系列構築のために、親企業自らが協力工場を設立していく過程があった。しか
し、事業が軌道にのると協力工場を独立させ、早い段階から自由な事業展開を認め、一人歩きをさせ
てきた。このことが、今日、下請とは思えない多様な取引先と自社製品を有する企業の出現につなが
っている。また、愛知、岐阜に近接していることも、地域を超えた取引拡大を生じさせている。もち
ろんこの背後には、高い生産技術と品質管理と企画、開発、設計能力、そして提案型の営業展開が必
要といえる。
　四日市ぜんそくという公害問題の影に隠れて、地場産業、電気機械器具、輸送用機械器具など、今
日の四日市集積の実態は、あまり知られていない。しかし、これらの分野では、既に変革へ向けた挑
戦が始まっている。また、事例に取りあげなかったが、製造業以外の業種でも、他地域には無い、先
進的な取組がある。伝統的なものにあまり捕われない自由な住民気質が、今後も四日市集積を変革さ
せていくものと思われる。
　第4節　豊田市の産業風土と中小製造業
　（1）　豊田市地域産業史にみる産業風土
　明治時代、豊田市の原点、挙母村の地域産業は農業中心で、特産物に綿・藍・茶などあった。また
当時、移入されたガラ紡も、急速に発展した。ガラ紡の経営形態は、集合工場制という特殊な工場制
手工業で、その規模の零細性が容易に独立する道を開き、創業者を増大させた（49）。
　1878年に政府がイギリスから二千錘紡機を輸入したのをきっかけに、洋式紡績が発達する。これに
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より、ガラ紡は不振に陥り、三河地方有数の繭の産地であった挙母町も、この影響を受けた（50）。
　日露戦争の軍需景気により、ガラ紡は活気を取り戻すが、昭和に入ると国内外の生糸の需要は急減
し、養蚕の町、挙母町も勢いを失った。しかし、大正時代半ばまでに交通網が近代化し、町の繁栄を
取り戻すための工場誘致は絶好の機会であった。この頃、豊田自動織機製作所が、新設した自動車製
造部の工場用地を探していた。これを知った当時の町長、中村寿一氏は、町の反映を取り戻すために、
いち早く工場誘致に乗り出した。1937年にトヨタ自動車工業株式会社が誕生し、その工場建設用地と
して、挙母町役場に用地の斡旋方を依頼したのである（51）。
　1938年のトヨタ挙母工場の完成は、地域産業に大きな変化をもたらした。トヨタの進出による人口、
戸数の増加は、挙母町の商業を活性化した。また、挙母町の工業生産額もトヨタの進出後、急増した。
トヨタがもたらした影響は、トヨタ景気と呼ばれ、大活況を呈したのである（52）。
　しかし、当時の挙母市には、自動車関連工場が17社しか存在しなかった。1954年「工場誘致奨励条
例」の公布後、挙母市は自動車産業を中心にした工業都市形成に向けて本格的な誘致に乗り出した。
この条例の特徴は、域外からの工場進出だけではなく、市内の工場増設や市内移転にも適用されたこ
とである。また、奨励金交付に加え、工場立地に際して敷地の斡旋が行われた。この条例は、自動車
関連工場を60数社にまで増やすことに成功し、1970年に廃止となった（53）。
　自動車産業が軌道に乗り始めた1959年、挙母市が車の街に成長したこと、「挙母」が読み難いなどの
理由から、市名は「豊田市」に変更された。対外的な知名度が高まる中で、市の規模も70年の東加茂
松平町との合併で、面積は愛知県下第2位、人口も県下第3位になった。94年には地方拠点都市地域に
指定され、98年には中核都市に移行した（54）。
　現在、豊田市内には、トヨタの工場が7工場あり、市内には合計約1，400の工場がある。うち98％が
中小工場で、下請中小企業による集団化団地もある。トヨタを頂点とする下請重層構造は、強固であ
りながら競争原理に基づく連携関係の中で、常にカイゼンを行い、コスト、品質、納期、提案能力、
設計・開発能力などを強化し続けてきた。いわゆる、トヨタ生産方式こそが、豊田市集積の産業風土
として定着している。こうした強い集積ができあがった背景には、三河の人間は堅実で借金をしない
ので、有名な「名古屋の嫁入り」ができるといわれる地域住民気質に求めることができる。このこと
は、企業にもあてはまり、トヨタ生産方式と相まって、豊田には優良企業が多いという結果をもたら
している。
　（2）　豊田市の中小企業に根付くトヨタ生産方式
　トヨタと下請企業との関係は、競争と共創の中にある。っまり、トヨタ社内だけではなく、下請企
業も含めて、熾烈な競争と共創を持続的にくり返しているところに大きな特徴がある（55）。
　豊田市集積全体にあてはまるトヨタの戦略的特徴を示すと、次の5つキーワードで示すことができる。
　　・ダントツ志向
　　・地域社会貢献
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　　・当たり前のことを当たり前にやる経営
　　・産学連携ではなくトヨタとの連携
　　・強固で常に進化、革新する下請重層構造
　この5つのキーワードを、集積全体で実現していくための手法が、いわゆるトヨタ生産方式といえる。
　トヨタの仕入先である下請企業は、協カメーカーあるいは協力会社と呼ばれ、これを大きくわける
と自動車部品、各種資材、機械設備、物流の4つの分野がある㈹。
　ここでは特に、自動車部品と物流の分野でトヨタ生産方式を実践し、積極的に経営革新に取り組む
中小企業事例をみることにする（57＞。
　①トヨタ生産方式実践事例・自動車部品：東陽精機株式会社
　1947年に創業した東陽精機の事業内容は、オートマチックトランスミッション部品、駆動制動部品、
エンジン部品などの製造販売で、トヨタ関連の取引が売上の約98％を占めている。
　2000年からトヨタが展開中のCCC21プロジェクトで、3年で30％のコスト削減を目標としている。当
社は、トヨタの提唱する少働化によるカイゼン活動で、半年毎に1．5％のコスト削減を実現している。
　当社のかんばん方式の活用は、「かんばん」が着いた時点の4便後に納入する。標準在庫も決まって
いて、大ロットは「かんばん」で動くが、小ロットは指示納期になる。また、納入した部品は、2、3
日で完成品となる。納入が遅れると直送を求められ、即目、完成品になる。トヨタ生産方式で在庫は
一番の罪悪であり、当社の在庫は半日分しかない。
　当社の原材料調達は、トヨタによる原料手配である。専門の物流業者のトラックが納入品をトヨタ
の工場に運ぶと、そのトラックが帰りに原料を運んでくる。納品しない限り原料はない。在庫をもた
ないトヨタ生産方式を実行する上で、非常に有効なシステムである。
　品質向上への取組として、付加価値の高いオーダーメイドの生産ライン機器を使用している。部品
と機械を一貫して企画、生産できることが強みとなっている。さらに、1992年にTQCの導入を宣言し、
95年にデミング賞を受賞した。デミング賞取得の効果は、他社との差別化だけでなく、会社自身がど
んぶり勘定の体制から常に原価がわかる体制に変わった。また、2000年にISO9002の認証取得企業とな
った。このように当社は、デミング賞やISOなどの取得過程で身につけた洗練された品質を基盤とした
より強固な企業体質づくりに成功している。
　②トヨタ生産方式実践事例・物流：豊栄運輸株式会社
　豊栄運輸は1953年に創業し、トヨタ生産方式を物流面で担ってきた。取引先はトヨタ、日野自動車
工業、関東自動車工業、ダイハツ工業、トヨタ輸送、アラコ、協豊製作所などトヨタ系列の会社であ
る。
　当社は、時間指定によるトヨタの工場間輸送を担っているため、月単位で配送ルートを決定する。
受注は電子情報とFAXを並行して使っている。前月に配車予定が来るが、トヨタは先3ヵ月分の配送計
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画を報告しており、その情報に応じて配車予想を立てる。当社にとって「かんばん」は調整機能であ
り、それに対応したサービスを提供している。また、工場間輸送の積載効率は高く、行きは企画箱を
届け、帰りは空の企画箱の引き取りがあるため、往復輸送が可能になる。
　原価低減のために、様々な実験を行った結果、トラックの高速道路走行速度75km／hを徹底している。
また、トラックを工場内に投入後、そのトラックを運転手が乗り継ぐことで回送便を削減している。
　輸送品質の向上のために、傭車率は非常に低い。傭車率を上げるとコスト削減できるが、傭車率を
あげると輸送品質が低下することが課題である。また、製品不良事故は、荷下ろし時によく発生する
ため、降ろす時9割、載せる時1割の標語をかかげ、従業員に注意を促している。
　カイゼン活動としては、小集団活動を行っている。VA、安全、環境、低燃費、研修に分かれ、10人
程度で各テーマを追及していく。また、今後、約30％物流費の削減が予定されている中で、自社の思
考錯誤による意志決定に基づくコスト削減策をトヨタに提案している。
　トヨタには、世界で最も厳しいトヨタ基準がある。トヨタの関連企業は、この基準により、価格、
品質、納期の面で常に向上してきた。当社も、この基準を徹底してトヨタに信頼されることを最重要
視している。一方、トヨタは当社に「トヨタに提案をしろ」、「トヨタの比率を下げろ」などの要請をし
て、協力会社に競争・緊張関係を植え付けている。従って、新規事業を通じて、トヨタの比率を下げ
る努力をしながら、トヨタの信頼を保っことが、今後も最大の目標である。
　（3）　最強豊田市集積の今後の展開
　トヨタが豊田市集積で事業展開を行っているからこそ、トヨタは今後も成長していくことが容易に
予想される。しかし、ただトヨタという大企業の存在だけでは、この地のさらなる成長はありえない。
とはいえ、トヨタと共に協力メーカーや協力会社は、常にカイゼン活動を怠らず、進化していかなけ
れば、トヨタとの取引を継続できなくなる。改善にっぐ改善でトヨタと共に歩むことが、トヨタ関連
企業の成長の近道である。
　トヨタと豊田市集積の強さの秘訣は、この強力な企業間連携にある。事例企業は、トヨタ生産方式
の理念や目的など、考え方の基本を理解しながら、常に進化しっづけている。トヨタから世界一の厳
格な基準に基づく厳しい要求が突き付けられるが、やり抜かなければならない。トヨタには他のメー
カーにはない、協カメーカーや協力会社にとってのメリットがあるからである。例えば、支払い条件
の良さ、トヨタと取引をしているという信用、共同で取り組む研究開発とカイゼン活動、要求だけで
はなく改善提案を受け入れる懐のふかさなどである。
　名実共に国内ナンバーワン、世界でも独立系メーカーとしてナンバーワンのトヨタと共に生きる選
択を、集積内の多くの企業がするであろう。
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　第5節　諏訪市の産業風土と中小製造業
　（1）諏訪市地域産業史にみる産業風土
　諏訪市は長野県のほぼ中央で、名山に囲まれた大自然があり、また温泉郷として知られる。気象条
件は高冷地で低湿、年間の温度差が大きく厳しいが、多くの観光客が訪れる観光都市でもある。また、
信州味噌や諏訪の銘酒として有名な醸造業は、諏訪を代表する地場産業である㈹。
　諏訪の近代工業のスタートは、1872年に県下初のイタリア式器械製糸が導入されたことに始まる。
製糸方法を改良し、上質の糸生産に励んだ結果、アメリカ向け輸出で日本製糸は優良品という評価を
得た（59）。
　製糸業の発展で、農村の副業として養蚕業も発達し、生糸繭関連の多くの小企業が生まれた。第二
次世界大戦後は、生糸の国内需要の鈍化で原料高、製品安を生み、諏訪の製糸業も転廃業が進んだ㈹。
　一方、諏訪の機械金属工業は昭和の初めまで、製糸関係の機械や農機具を製作する零細工場だけで
あったが、満州事変以降、軍備強化の影響を受けて伸長をとげた。第二次世界大戦に突入すると、大
都市の軍需工場は続々と疎開を始め、諏訪はその疎開先となった（61）。
　ちなみに戦前の工業は、醸造業、寒天製造、製糸業などで9割を占めた。しかし、戦中の工場疎開で
機械金属工場が集まり、市内の既存工場も改造して、機械工場として使われた。その技術と設備の多
くが、戦後も諏訪に残り、平和産業に転換したのである（62）。
　戦後、機械金属工場の生産が軌道にのると、自宅の納屋を改造した下請工場が多数誕生した。これ
らの企業は、高度経済成長と技術革新、市の積極的な融資政策により、中には零細から中堅、大企業
に成長した（63）。
　この頃、大和工業が第二精工舎の協力工場として設立された。さらに、1953年に諏訪市は工場誘致
条例を定めて工場誘致をした。その代表が、三協精機とチノンである。三協精機は日本初のオルゴー
ル試作に成功し、質・量共にスイスを凌ぎ、8ミリ、映写機などで一躍トップに躍進した。チノンは、
カメラの鏡枠・鏡銅のメーカーとして高い実績をあげた（64）。
　精密機械工業発展の要因としては、疎開工場の設備と技術が残ったこと、製糸業の衰退で多くの安
い労働力が確保できたこと、多様な専門加工の下請中小企業が存在したことなどがあげられる。また、
製品特性として原料・製品共に軽く、諏訪が大都市圏に近いため、輸送費が少なくて済むことから、
内陸工業地帯として発展するのに有利であった。また、潮風を受けず、さびが生じにくいことも好条
件であった。その他、経営者個人の優れた業績、工場誘致、かって製糸業が盛んで地域住民が工場経
営の経験をもっていたことも忘れてはならない（65）。
　こうして諏訪は、世界有数の精密機械工業集積として発展したが、最盛期は長くは続かなかった。
精密機械の出荷額は1980年をピークに、その後の10年で5分の1に低下した。一方、電気機械の製造出
荷額は70～97年の間で約3倍に増加し、諏訪市集積の中心的存在となった（66）。
　まさに、諏訪は精密工業から電気機械工業へと転換をとげた。この転換で大きな影響を及ぼしたの
が、セイコーエプソンである。前述の大和工業は、1944年に第二精工舎諏訪工場と合併、54年に諏訪
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精工舎が設立された。61年に信州精器が設立され、ここでプリンター事業を手掛けたことが転機とな
った。信州精器は、82年に社名をエプソンと変更、85年に諏訪精工舎と合併して、セイコーエプソン
が誕生した（G7）。
　今日、クォー一一ツ、電子デバイス、FAシステム、情報通信機器に至る幅広いハイテク製品を開発、製
造するセイコーエプソンの本社及び工場の存在によって、諏訪市集積は3度目の転換を果たしたのであ
る。
　（2）　変貌する諏訪市の中小製造業とセイコーエプソンとの関係㈹
　諏訪市集積の特徴は、大手数社とそれと取引を行う多数の下請中小企業が存在するところにある。
カメラ、時計、光学機器の組立は、立地自由度が高いが、多種多様の部品を必要とする。そのため、
下請、部品調達、流通機構の連携から孤立した立地は不利となる。また、精密工業は人件費割合が高
く、労働力不足、賃金上昇は、他地域への移転を促す。さらに、精密機械製品は、精度、形状、デザ
インなどが新需要を引き起こすため、絶え間ない技術進歩と製品開発が必要となる。こうした難局を、
諏訪の中小企業は技術革新を通じて、世界の需要に対応してきた。
　しかし、セイコーエプソンは、1970年代から工場を人件費の安い海外へ移し始め、現在、セイコー
エプソンで諏訪に残っているのは本社機能のみである。諏訪市集積の企業に対して、セイコーエプソ
ンは、約20年をかけて徐々に諏訪との取引を減少させていった。今後、セイコーエプソンの下請だけ
で中小製造業が生き残ることは不可能であり、既に、セイコーエプソンの仕事が無くなった企業では、
リストラも行なわれた。
　セイコーエプソンの下請中小企業は、営業力が弱く、組織に営業部自体がないことも多い。経営革
新よりも技術革新を優先した諏訪の企業が、その技術を生かして、多様な販路を開拓していくことが、
諏訪の中小製造企業にとっての課題といえる。
　（3）　諏訪市集積の中小企業の新展開㈹
　①域外取引拡大事例：ナガノハイテック株式会社
　1980年創業のナガノハイテックは、従業員16名で、丸型成形研削部品の製造販売を主業務とし、研
削にてあらゆる全外周形状を、精度1ミクロン以内で作り出すことができる。
　現在、中小製造業のネット取引サイトであるNCネットワークを多用しているが、最終的な取引の
決定は、電話や直接面談で行っている。また、NCネットワークで見っけた技術力のある企業は、取
引先としてだけではなく、協力会社としての関係構築も行い、自社の製造技術を強化するように努め
ている。
　県内トップの技術力を誇るが、全国には競争相手は多い。そこで、NC工作機械のプログラムを自
社開発して、差別化を図っている。今後は製品精度をさらにあげるために、真空焼入れ装置の導入も
検討している。
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　経営者が従業員に求めることは、センスと感性である。自己責任と応用力が最も大事であり、同じ
機械を使っても当社と同じ製品をライバルが作れないのは、従業員のセンスと感性が違うからである。
　こうしてNCでは不可能な形状と精度の製品でも、当社では汎用機によって力口工可能である。また、
切削と研磨の中間技術の確立によって、加工素材をより好みすることなく、難加工素材でも対応可能
となっている技術力が当社の強みといえる。
　②スピン・アウト事例：株式会社イメージリンク
　1995年創業のイメージリンクは、従業員20名のデジタルカメラの開発・設計を受託する研究開発専
門企業である。
　当社は創業後、ゼロから顧客開拓を始めた。まず、経営者の人脈を使い、受注を取ることから始め
た。次ぎに、P．M．　Aというアメリカの展示会に、デジタルカメラの設計図を展示して、興味をもっ
た人と交渉して受注を取ることを加えた。そして、最近では、自社のWebサイトを通じて、海外企業
がメールでコンタクトを取ってくる。初めメールのやり取りをし、最後の詰めは現地へ渡り、商談を
まとめている。引き合いがあるのは、アメリカ・台湾・香港・イスラエルなどの企業で、年に7－8件
の商談がある。海外企業との取引が中心となる理由は、日本企業は会社を企業規模など外観で判断す
るが、海外企業は会社を何ができるのかという実質で判断するからである。
　組織運営としては、技術は常務に一任し、経営者は営業と財務を担当している。人事考課として給
与は年棒制を導入し、成果とプロセスで評価している。勤務形態もスーパーフレックスタイム制を採
用し、在宅勤務でもいい制度となっている。
　当社は、製品の開発と設計を専門に請け負う専門科学技術サービス業である。全てのモノづくりを
国内に留めておくことが困難な今日、当社の誕生と成長は、諏訪市集積の新しい方向を示している。
　③求められる製造業集積の限界をこえた展開
　事例の2社は、前者が専門加工業、後者が開発・設計業と業種が全く異なるが、諏訪市集積にみられ
る新しい事業展開を行う企業である。いずれも中小零細規模だが、集積内の限られた市場に依存する
事業展開から、集積を超えた事業展開を行っている。また、両社は販路拡大ツールとして、ITを積極
的に活用している。ただし、あくまでも取引先や協力会社の開拓の道具としてITを活用し、最終的な
決定は直接対話を行い、自社と相手との信頼関係構築を怠ってはいない。
　こうした新時代の取引形態を支えているのが、ナガノハイテックは、諏訪で培われてきた微細加工
技術を、自社開発のNCソフトと従業員のセンスと感性を引き出した技能に基づいて、さらに進化さ
せたことである。在来分野でも、さらなる技術力の向上と新しい販路拡大手段を活用して、中小企業
の活路は拓かれるのである。一方、イメージリンクは、モノづくりの拠点が東アジア諸国へ移転して
いく今日、モノづくり集積から研究開発集積に、諏訪が転換していく新たな徴候といえる。
　企業城下町集積の中では、厳しい状況にある諏訪市であるが、逆に厳しいからこそ、浜松や豊田、
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四日市にはない事業展開を行う中小企業が独自に出現してきたし、今後もこうした中小企業の台頭が
期待される。
第6章　産地集積：燕市・三条市の新展開
　第1節　産地集積の構造的特徴
　（1）　製造業集積の特徴と動向
　燕・三条の製造業集積の構1造的特徴を、2001年の全産業をIOOOとした製造業従業者数割合でみると
（表10参照）、全産業に占める製造業の割合は、両都市共に全国と都市型集積を上回っている。燕市は
全国の約2，5倍、企業城下町の豊田と同じである。また、企業城下町と同様に従業者割合が突出した業
種があり、両都市共に金属製品である。製造業上位5業種の割合も、燕が全国の約4倍、三条が約2倍と
高い。
　このように産地集積は、特定の製造業種に率いられた製造業集積である。しかし、全国を上回る従
業者割合の業種が、都市型集積とほぼ同じで燕が7業種、三条が9業種となっており、決して製造業の
多様性がないのではない。突出した主力産業を抱えながらも、集積内の製造業は、既に全国よりも多
様化しているのである。
　①燕市の製造業集積の特徴と動向
　燕の上位5業種は、金属製品、一般機械器具、鉄鋼、プラスチック製品、その他の製造で、全国を上
回る業種は上位5業種全てとパルプ・紙・紙加工品、非鉄金属である（表10参照）。
　燕市製造業の最大業種、金属製品は、金属器物、金属研磨、金属洋食器、製缶板金、電気めっき、
利器工匠具・手道具、作業工具、金属彫刻、やすりからなる。一口に金属製品といっても、実に多様
性に富んだ業種で構成されている。今でも洋食器の街、燕を特徴づける業種、金属研磨が含まれ、高
度に細分化された分業構造をもっ燕市の主力業種である。
　しかし、燕も1990～2000年に事業所と従業者数は、2000年には90年の約75％にまで落ち込んだ（図1、
2参照）。また、製造品出荷額も同様の推移をしている。付加価値額は97年に90年の水準を超えたが、
その後急激に悪化し、2000年には90年の約80％の水準となった（図3、4参照）。いずれにしても、都市
型集積ほど落ち込まずに済んでいる。
　最後に、1事業所当たりの従業員数、製造品出荷額、付加価値額をみると（表11参照）、従業員数は、
都市型集積と企業城下町よりも小さく、燕市製造業の小規模零細性が際立っている。従って、製造品
出荷額も付加価値額も同様の傾向がある。また、1990・－2000年の推移は（表11参照）、1事業所当たり
の製造出荷額は減少したが、従業員数と付加価値額は増加した。存続事業所では売上減に苦しみなが
らも、製品の高付加価値化、新分野進出、事業転換など、懸命な経営革新の努力がなされ、従前より
も経営力強化が着実に進んだといえる。
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　②三条市製造業集積の特徴
　三条の上位5業種は、金属製品、一般機械器具、出版・印刷・同関連、食料品、鉄鋼で、全国を上回
る業種は、食料品を除く上位5業種と、プラスチック製品、その他の製造、木材・木製品、家具・装備
品、精密機械器具である（表10参照）。都市型集積に特有の出版・印刷・同関連産業が上位に入ってい
ることから、三条の集積は、産地でありながら、都市型集積の特徴も有しているといえる。
　燕と同じ源流をもつ三条の最大業種の金属製品であるが、その中身は大きく異なる。三条の金属製
品の内訳をみると、打ち抜きプレス加工金属、作業工具、利器工匠具・手道具、建設用金属製品、そ
の他の金物類、金属表面処理加工、ガス機器・石油機器、製缶板金で構成されている。
　今でも刃物の街、三条を特徴づける利器工匠具・手道具が含まれているが、今日の三条市集積を特
徴づける業種は、ガス機器・石油機器である。燕市には無い大手2社、コロナとダイニチ工業がその担
い手である。さらに、精密機械器具には、曲尺を源流にもつ計量器・測定器・分析機器・試験機と測
量機械器具が存在し、この分野のナンバーワン企業、シンワ測定の存在は大きい。このように三条は、
金属製品でも燕とは異なる業種で構成され、集積が生んだ大企業が存在することも特徴といえる。
　しかし、三条も1990－2000年に事業所と従業者数は（図1、2参照）、2000年に事業所が90年の約75％、
従業員数は90年の約90％の水準に落ち込んだ。都市型集積と豊田市を除く企業城下町と比べて、従業
者数の減少がわずか10％に留まったことは、三条ではオンリーワンやナンバーワンの大手、中堅企業
が健闘していることが大きい。また、製造品出荷額は、94年に90年の水準を割り込むが、97、98年に
は大幅に回復した。しかしその後、再び90年の水準を下回るが、2000年には若干回復し、90年の約90％
の水準となった。付加価値額も製造品出荷額と同様の傾向を示し、2000年には90年の約90％の水準と
なった（図3、4参照）。厳しい経営環境下で、都市型集積よりも優れ、企業城下町の浜松に次いで、三
条の製造業は強さを発揮したといえる。
　最後に、1事業所当たりの従業員数、製造品出荷額、付加価値額をみると（表11参照）、従業員数は、
企業城下町より少ないが都市型集積より多い。製造品出荷額は企業城下町に及ばないが、都市型集積
の東大阪を超える水準である。付加価値額は、都市型集積並みとなっている。また、1990～2000年の
推移をみると（表11参照）、1事業所当たりの従業員数、製造品出荷額、付加価値額の全てで増加した。
事業所数と従業員数が減少している中で、これらの指標が増加したということは、存続事業所におけ
る製品の高付加価値化、新分野進出、事業転換など、経営革新の努力がなされ、従前よりも経営力の
強化が着実に進んだといえる。
　（2）　研究開発機能集積の特徴
　産地集積の研究開発機能集積の特徴を、2001年の全産業を1000とした学術研究機関の従業者数割合
でみると（表12参照）、燕市は皆無、三条市はO．2％・である。しかし、燕市と三条市は、国と県と共同
して新潟県央地場産業センターとこれに隣接してリサーチセンターを整備してきた。公的には、新産
業創造のための製品、技術開発を行う機能が充実しているが、民間で研究開発を専門に行う集積が、
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非常に弱いといえる。
　（3）　支援サービス集積の特徴と動向
　2001年の全産業に占める中小製造業向け支援サービス業の従業者数割合は（表13－1参照）、産地に共
通する特徴として、全国を上回る業種数が都市型集積と企業城下町と比べて少ないということである。
また、支援サービス業合計も、全国を下回っている。研究開発機能集積が皆無に近いのと同様に、産
地の中小製造業を支援するサービス集積が弱い。しかし、上位5業種の合計割合は、全国と企業城下町
よりも高く、都市型集積並みで、特定分野の支援サービスに特化した集積がある。
　①燕市の支援サービス集積
　燕市の支援サービス業の従業者数割合上位5業種は（表13－1参照）、その他の卸売業、建築材料，鉱
物・金属材料等卸売業、道路貨物運送業、専門サービス業、機械器具卸売業で、割合と順位は異なる
が三条市と同じである。全国平均を上回る業種は、3業種だけである。
　特に、産地特有の存在がその他の卸売業で、これは産地の製造業に製品製造の発注をし、その製品
を買い取って消費地の卸や小売業に掛売り販売する典型的な産地問屋である。しかし、産地製品が国
際競争によって競争力を失ったために、伝統的な業務だけでは存続不可能である。
　それゆえ、燕では卸売業自らが製造技術開発、製品開発、製品企画と設計、開発輸入などを行う事
業者が多い。さらに、ハウスウェア、キッチンツールの全国的な集配拠点としての機能を確保し、向
上させるために、高度情報と物流システムに支えられた巨大な物流センターを構える事業者が続出し
ている。今日、燕のその他の卸売業は、産地の製造業に対する支援サービスに留まらず、世界的な視
野でロジスティクスと工Tを駆使した事業展開を行っている。
　また、全産業に占める中小製造業向け支援サービス業従業者数の1999へ2001年の増加率をみると（表
13－2参照）、その他の卸売業は7．8％と大幅な増加をした。このことは、上述した卸売業の業態転換が
功を奏しているといえる。逆に、製造業集積に原材料を卸す建築材料，鉱物・金属材料等卸売業が減
少傾向にあり、製造業の減少傾向と一致する。
　新展開としては、IT関連の電気通信業と機械・家具等修理業が、高い増加率を示している。しかし、
同じITでも情報サービス・調査業が大幅な減少傾向にあり、産地の情報化の促進に支障を来す可能性
がある。
　②三条市の支援サービス集積
　三条市の支援サービス業の従業者数割合上位5業種は（表13－1参照）、その他の卸売業、専門サービ
ス業、機械器具卸売業、建築材料，鉱物・金属材料等卸売業、道路貨物運送業で、割合と順位は異な
るが燕と同様である。全国を上回る業種は3業種だけである。
　三条の卸3業種も、燕の卸売とほぼ同じ展開をしている。特に、その他卸売業は、燕と同様に、産地
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の製造業に対する支援に留まらず、世界的な視野でロジスティクスとITを駆使した事業展開を行って
いる。
　また、全産業に占める中小製造業向け支援サービス業の従業者数の1999－2001年の増加率は（表13－2
参照）、燕と異なり、三条では卸売3業種全て減少傾向に陥っている。特に、小規模零細の専門卸売業
の減少によるものと思われる。一方、協同組合の増加率が最も高い。非常に厳しい経営環境の中で、
中小零細企業が生き残りをかけて、共同して経営資源を補完しながら生き残りを図ろうとする自助努
力の現れといえる。
　（4）　キャピタル集積の特徴と動向
　全産業に占める中小企業向け投融資・信用保証を行う金融機関の従業者数割合とその増加率をみる
と（表14参照）、燕、三条共に中小企業等金融業の従業者数割合が7．2％と最も高く、都市型、企業城
下町、全国を上回る。しかし、両都市共にその従業者数は減少傾向にある。とはいえ、燕市の協栄信
用組合と三条市の三条信用金庫は、自己資本比率が10％を超える優良金融機関であり、集積内の中小
企業にとって、最も安全な資金提供者となっている。さらに、三条信用金庫は、さんしん地域経済研
究所を併設し、燕と三条の産地産業の月次動向把握と企業経営研究、セミナー・講演会の開催、中小
企業者向け経営指導などを行い、資金提供を超えた経営コンサルタント的支援サービスを展開してい
る。
　このように産地のキャピタル集積は、今日でも信金、信組によって担われている。運転資金や設備
投資資金に対する融資を行うキャピタル集積は健全である。しかし、貸金業，投資業等非預金信用機
関は、依然としてごくわずかである。今後、既存企業の新分野進出や新規開業向けのリスクマネーを
引き受ける投資業の台頭が課題である。
　第2節　燕市・三条市の産業風土と中小製造業
　（1）　燕・三条市地域産業史にみる産業風土
　①同じ源流をもっ燕・三条集積
　燕・三条集積の歴史は、江戸時代に遡る。1624～43年に燕代官大谷清兵衛らが、農家の副業として
江戸から和釘職人を連れてきたことから、和釘の生産が広まった。1658年以降、何度も発生した江戸
の大火による需要増大で、燕は和釘産地として成長した㈹。
　また、三条の利器工匠具も、17世紀半ばから刃物製造が始まった。特に、鋸・金槌といった工匠具
は、三条の代表製品として成長した。三条鍛冶の発展に伴い、問屋も発生し、問屋は鍛冶屋の経済的
援助とその育成を図りながら、鍛冶屋をその従属下においたのである⑳。
②第一次転換期の到来
明治時代に入ると洋釘輸入が始まり、低価格に強みをもつ洋釘は、和釘市場を一挙に奪った。これ
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を機に燕は、和釘から銅器、煙管、ヤスリ、矢立、彫金などに転業した。特に、銅器は明治初期に輸
出産業として発展し、ヤスリと煙管は明治末期には全国生産の約8割を占めた。しかし、銅器は、日露
戦争後の不況と低価格な厨房用アルミ製品の進出などで、その需要が減退した。さらに、紙巻煙草と
万年筆の普及で煙管、矢立の需要も激減し、再び事業転換を迫られた（72）。
　一方、三条では日清、日露戦争を通じて、ナイフ、鋸、なた、鋏、まさかりといった軍需品が需要
を伸ばし、販路も国内から海外へ広がった。この頃、測定器・計量器の起源である曲尺の量産が始ま
ったのである（73）。
　③第二次転換期の到来
　明治末期、燕が再び国内需要の変化に対応を迫られた最中、燕物産の捧吉右衛門は、1911年に東京
の問屋から初めて洋食器を受注した。また、第一次世界大戦で、ヨーロッパは民需生産が落ち込み、
金属洋食器を域外へ注文した。燕の卸売業者は、これに対応して15年には洋食器を初輸出し、生活習
慣の洋風化で国内向け洋食器生産も急増した圃。
　当時、燕物産の捧氏は、ステンレスの錆びない特性を知ると、1919年にステンレス製ナイフ生産に
着手していた岐阜県関から研究者と技術者を招いた。21年には燕でその生産を可能としたのである（75＞。
　一方、ng　一次世界大戦は、三条の集積基盤を強化・拡大させた。大戦の長期化に伴い、ナイフ、鋏
といった金物需要が増加した。また戦地以外の輸出も成功して、輸出先の約8割が戦地以外となった㈹。
　④第一次世界大戦後の生産基盤の強化
　燕では、1921年に動力機械が導入され、金属洋食器生産の量産能力が向上した。さらに、23年の関
東大震災以降、生活習慣の洋風化が進み、燕に有利な状況が続いた。このため、地域的な機械化促進
に、旧六十九銀行燕支店長の田野三右衛門は、地域産業の発展には、立場の弱い製造業者たちに資金
を与えることだとし、優秀な製造業者たちに、元金無しで機器購入の資金融資を行ったのである（77）。
　1925年には燕洋食器工業組合が設立され、信用力の弱い中小企業も団結して、大口の資金を借りる
ことができた。この過程で、銅器・煙管・ヤスリも復活し、新たにミシン部品の生産が始まる。洋食
器関連の伸銅や研磨も発展し、燕は金属加工の集積の幅と厚みを拡充していった㈹。
　一方、三条は、第一次世界大戦終了の翌年から、戦後恐慌にのまれた。しかし、1923年、関東大震
災の発生後、三条の金物業界は、震災復興用の利器工匠具の注文により空前の大繁忙となり、三条金
物は飛躍的に発展した。このため、三条の金物業者は、地域全体で機械設備の充実を図り、量産可能
な産地としての基盤が固まったのである（79）。
　⑤明暗を分けた第二次世界大戦
　昭和になると燕は、生産基盤拡大に伴い海外へ進出した。特に、燕物産の捧氏による東南アジアへ
の営業展開を契機に、東南アジアに洋食器の大量輸出を始めた。しかし、第二次世界大戦中、軍需転
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換のため燕の洋食器生産は減少し、技術保存のために7社を残すのみとなったc8°）。
　しかし、燕が輸出拡大を実現した1932年頃から、三条も軍需品の注文が急増した。三条の刃物生産
は、第二次世界大戦中も軍需により下火になることはなかった。また、金属製品だけでなく、機械器
具を中心に、戦局が悪化した43年以降も、成長し続けたのである（81）。
　⑥戦後の復興と輸出の拡大（82＞
　終戦後、燕と三条は空襲を全く受けず、戦時中、軍需工場として機能していたため、多量の兵器材
料が残された。全国各地で生活物資が不足する中、燕は日用品の金物類、三条は利器と日用品の他に
復興用の工匠具が、作れば作るだけ必ず売れたのである。
　1950年、朝鮮戦争による特需と対米輸出の再開により、輸出額は戦前の最盛期の水準に回復した。
しかし、朝鮮戦争は銅価格の高騰を招き、燕の主力素材をステンレスへと転換させた。この転換は、
加工に必要な金型、電解メッキ、研磨などの金属加工技術の新たな集積をもたらした。
　同時期、三条の製造業は、朝鮮特需で事業所の急増と機械化が進む。国内外における作業工具需要
の高まりを受けて、作業工具の製造ノウハウを地域的な連携でその基盤を築き上げた。また、この急
激な需要の高まりを受けて、金物関連の事業所が新規開業し、これまでに構築した全国販売網を活用
して、一気に全国の金物市場を掌握した。
　⑦輸入規制に苦しむ燕と輸出拡大する三条
　米国への大量輸出を果たした燕は、1959年、アメリカの輸入規制を引き起す。しかし、この輸入規
制は、プレミアム商品としての燕金属洋食器に対する需要増大を引き起こした。アメリカの関税割当
制度が実態と乖離する中で、1967年、輸出割当制度は廃止された（83）。
　一方、三条は、神武景気、岩戸景気の恩恵と各国の経済成長に伴う金属製品の需要増に対応して、
国内外で生産額を伸ばした。1958年以降、たびたび実施された金融引締めの影響もあったが、三条の
生産額は増加し続けた。特に、好況のアメリカを中心に、輸出額が増加し、作業コ〔具が地域の主力産
業となったのであるc84｝。
　⑧ハウスウェアの台頭
　燕のハウスウェアは、1947年頃、米軍から依頼されたカクテル用品生産に端を発している。本格的
な導入は、洋食器輸出制限が実施された時、創業間もない製造業者が洋食器生産の割当がなく、事業
存続のために取り組み始めたことによる。その後、64年には日本輸出金属ハウスウェア工業組合が設
立され、生産基盤を固めていった。また、66年に燕洋食器に統一的なブランドが採用されたのである㈹。
　三条でも1960年頃から、作業工具を中心とした輸出が伸びた。しかし、利器工匠具メーカーの中に
は、建築様式の変化や電動工具の出現により、利器工匠具に見切りをつけて、機械関連の下請になる
流れも生じた。また、71年ドルショック、73年石油危機でも、三条の工業生産額は増加した。その頃、
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百貨店、スーパーなどが日曜大工、園芸道具を取り扱うようになり、これに対応する地元メーカーも
増えたのである㈹。
　⑨国際的経済環境の変貌と主力製品の転換（87）
　1971年ドルショックによる円高で、燕の中小零細企業は大打撃を受けた。さらに、変動相場制への
移行に伴う輸出環境の悪化と石油危機の発生に伴う原油と副資材の価格高騰により、原料高・製品安
という問題に迫られた。こうした中、燕の洋食器は、香港、台湾、韓国などの新興工業諸国の追い上
げを受け、アメリカ市場を奪われる。これは、1958年のアメリカの輸入規制を契機に、一部の業者が
生産をこれらの地域に移転したことが、これら諸国での金属洋食器の生産の発端となっている。
　燕は存立問題に対して、国内需要の開拓、新輸出市場の開拓、ハウスウェアの拡大的発展、個性的
な金属加工技術とその集積を武器にした新市場開拓・異業種進出で再生を果たした。しかし、80年代
に入ると早くも、ハウスウェアも東アジア諸国の猛烈な追い上げにあい、アメリカのハウスウェアの
輸入占める燕製品の割合は激減したのである。
　⑩プラザ合意以降の新展開（SS）
　輸出型産地の燕は、1985年のプラザ合意以降の円高で再び転換を余儀無くされた。円高の進行と持
続は、輸出を大幅に減少させた。内需向けの生産は安定して推移したが、高水準の円高の持続は、輸
出向け生産基盤を崩壊させた。また、三条も内外需で燕とほぼ同様の展開を見せ、利器工匠具、作業
工具共に、輸出市場での地位を急激に低下させた。
　こうした危機でも、燕と三条全体での倒産件数は比較的少なかった。その背景には、緊急融資、高
級化、内需転換、新分野進出などの経営努力が産地をあげてなされたこと、事業者自身が資産・預貯
金などで生き延びたこと、農家との兼業零細企業も少なくなかったためである。
　この時の地域一丸となっての活路開拓に向けた挑戦は、新分野開拓につながる企業誘致と受注斡旋
を目的として、1985年に設立された現、新潟県央地場産センターであった。また、新分野と新製品の
開拓を目指した地域の中核企業の試行錯誤と努力は、90年代に実を結び始めた。従来の地場産品の割
合が減少して、新分野の割合が産地の過半黎を超え、今日の主力製品分野を構成したのである。
　（2）　燕・三条市の中小製造業の新展開
　燕・三条市の集積の今後の展開についてまとめると、次の4つをあげることができる。つまり、①新
加工技術導入により活路開拓、②輸出型産地の経験が生きる国際感覚、③強力なロジスティクス機能、
④先進的な取組を追随する産業風土である（89）。
　①新加工技術導入による活路開拓
　今日そして未来の燕・三条産業を一言でいうならば、先端複合金属素材加工産業集積といえる。例
えば、最も厳しい景気後退局面にあった1990年代を通じて、チタン、マグネシウム、超ジュラルミン
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などの新加工技術を身につけた。これらの金属は、素材の値段の高さや加工技術の難しさなどを理由
に、金属加工を主体とする他の製造業集積の中小製造業が、手をつけることに躊躇してきたモノであ
る。
　これらの新素材に挑戦をすることで、今日では産地あげて特定製品を扱うのではなく、多種多様な
製品群を生み出すことを可能としたのである。
　燕と三条の産業史を振り返ると、まさに転換に次ぐ転換の歴史、新分野への挑戦の歴史であり、こ
の歴史に裏打ちされた取組は、地域の産業風土として今でも根付いているのである。
　②輸出型産地の経験が生きる国際感覚
　明治時代から既に、国際市場を相手に、輸出型産地として栄えてきた燕と三条における中小企業者
の国際感覚は、他の地域とは大きく異なる。
　例えば、1985年の円高で燕と三条の企業は、輸出が完全に打撃を受けて転換を余儀iなくされた。し
かし、「為替相場の変動は損をするのではなく儲けるモノjという発言を、当時を振り返る中小企業の
経営者の口から聞くことができる。
　こうした国際感覚は、一朝一夕で身に付くモノではなく、中小企業自らが輸出業務とそれに伴う為
替取引を実践してきたからこそなせる技といえる。中小企業者のこうした国際感覚は、輸出業務を中
小企業者自らが手掛けた経験のない都市型集積や企業城下町集積の中小企業者には無い感覚である。
中小企業者だけの集積といってよい輸出型産地であったからこそ、国際感覚が染み付いているのであ
る。輸出型産地としての役割は、国際競争の中で撤退を余儀無くされた。しかし、永年に渡るこうし
た経験があったからこそ、現在、燕と三条の卸売業者が、全国の卸売業者や小売業者に先駆けて、開
発輸入を実行に移すことができた。今後も国際経済環境は、変化し続けるはずであり、その中で燕・
三条集積は、商機を見い出しながら、国際的な活路を開拓していくであろう。
　③強力なロジスティクス機能
　燕・三条集積の転換の歴史が、製品や素材自体の転換であったが、1980年代から、生産・流通工程
革命も進みつつある。今後の燕・三条集積の展開を語る上で、無視できない動きである。
　まず、地元の卸売業者による流通工程革命は、燕の明道、和平フレイズ、三条の高儀、パール金属、
角利産業、下村企販など、当地域の約40社の卸売業者が推進し、成果を挙げている。例えば、明道は、
1980年に情報ネットワークシステムと自動仕分け装置を装備した大形物流センターと業態別小売向け
ショールームを導入した。また、商品陳列コンサルティング、人材派遣など、小売向けサービスを強
化している。また、研究開発部門をもち、扱い商品の50％がオリジナルブランドという、既に卸売の
域を超え、ファブレス製造業の業態に変貌を遂げている。
　また、和平フレイズは、物流センターの構築が燕・三条集積で最後発となったが、先進事例を学び
ながら多機能物流センターを構築し、大幅な物流コストの削減を実現した。また、デザイン開発部を
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東京に設け、消費者ニーズを把握した新製品開発と既存製品の改良を行っている。
　さらに、創業120年を超える老舗高儀は、上述した2社と同様の取組だけでは無く、今日でも海外輸
出を手掛けている。特に、同社では完全自動の鋸製造工場をもち、今でもアメリカの鋸市場の50％を
同社製品で占めている。また、建築用工具・家庭用工具・電動工具・DIY用品・ガーデニング用品など
は、全国から新製品を作った製造業者からの製品販売依頼があとをたたない。
　以上は、ごく一部の事例であるが、これら卸売業者は規模が大きく、しかも商品の販売力と企画力
を有し、中には製造部門を国内外に有する企業もある。既に、台所、ギフト、業務用品を中心に、プ
レミアム用品として軽家電、バック、ガラス製品、陶器、繊維製品から時計まで、産地製品にとらわ
れず扱い品目を増加させ、1社で数万点の品目を扱う企業もある。相対的に産地製品が少なくなるが、
国内市場の家庭用品の物流拠点として位置づけられる物流センター機能を形成しつっある。
　次に、地元の運送業者は、地元卸売業の物流センター運営代行とその物流システムの提供のみなら
ず、中小製造業の資材調達、製品の輸送、保管、管理に至るまで、地域の産業を支えてきた。
　例えば、三条の丸惣運送は、地元卸売業の物流センター運営代行と物流システムの企画及び提供を
行っている。つまり、卸売業が必要とする輸送・保管・荷役・梱包・在庫・流通加工・納品代行・情
報処理まで一括して引き受けるトータルな物流サービスを提供している。また、燕鋼材運輸は、重量
貨物であるステンレス鋼板を、生産地から燕・三条に直送し、個々の中小製造業に対して、必要な時
に必要なだけ鋼板をシェアリングして、個別配送を行うことで発展してきた。今日ではリサイクル物
流にも着目し、製造業者から排出される金属の切りくずを回収し、再利用する産業廃棄物処理センタ
ーまでの輸送も開始した。
　このように、効率的な輸配送機能、各種物流サービス機能を有する運輸業は、燕・三条集積の存在
を維持、発展させていくといえる。
　最後に、中小製造業もロジスティクス・マネジメントに基づく改革が行い始めている。従来の生産
方法は、中小製造業に発注があると、域内の中小製造業間で工程間分業を行い、完成品に仕上げてき
た。しかし、地元の中堅及び有力な中小製造業は、新しい販路を独自にもち、しかも社内で金型、プ
レス、研磨などの生産工程を内製化、フルライン化しつつある。それに伴う余剰の専門加工を地元の
中小製造業に発注する。しかも、最終加工・仕上げは、国内外の取引先から注文が入ってから行う。
要は、無理・無駄を徹底的に排除して、独自の製造能力、製品、販路をもつ企業が力を付け、成長を
持続しているのである。
　結果的に、生産工程の一部を賃加工してきた中小零細製造業と製品を左から右へ商品を流すだけの
中小零細卸売業の廃業が進む。企業数は減少するが、生産・流通システムは高度化する中で、今後も
強者による連合・連携が進むであろう。既に、燕・三条集積は、キッチンスーツ、ハウスウェア、作
業工具、DIY製品などの分野で、全国で最も効率的かつ先進的なロジスティック・マネジメントを展
開する地域に転換している。また、ロジスティックス・マネジメントは、言い方は違うがトヨタ生産
方式と同じく、カイゼン活動による自己変革能力を保有することから、今後、さらに新しい集積の構
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造が誕生する可能性がある。
　④先進的な取組を追随する産業風土
　燕と三条の転換に次ぐ転換の歴史を支えてきたのは、その時代、時代に必ず現れてきた立て役者で
ある。要は、従来とは違ったユニークなことを始める人物が必ず出現してきたのである。そして、最
も重要な地域独特の感覚は、地域の人は変わったことをする先陣の取り組みを馬鹿にしないというこ
とである。足を引っ張ることなく静観し見守る。そして、先陣の取組がうまくいくことがわかると、
地域の賛同者が後発部隊として、続々と新分野への挑戦を開始する。それに対して先陣は、指導者と
して地域を常にリードしてきたのである。
　例えば、金物問屋、燕物産の捧吉右衛門は、燕に洋食器をもたらし、さらに海外市場の開拓、洋食
器の素材を銅からステンレスへ転換など、産地の進むべき方向を先導してきた。そして、今日のチタ
ン発色製品は、1984年に創業した（株）ホリエの堀江拓ホが88年に初めて取り組んだ。今では、域内
で100社以上の企業が取り組む事業に成長を遂げている。
　将来の燕・三条集積を考えると、新分野をリードする革新的な人物に率いられる中小企業が、今後
も誕生してこなければ、地域産業の活力は無くなってしまう。今日は産地をあげて同じ製品に取り組
む時代では無くなったが、先進的な取組を行う人物を見守り、それに追随する産業風土は、一朝一夕
では無くならないといえる。
第7章　産業集積の活路開拓
　第1節　製造業集積から技術革新集積への転換
　　　　　～研究開発・設計専門サービス業への期待～
　日本の製造業を中心とする産業集積では、非常に厳しい経済・経営環境下にありながら、新しい産
業の芽が出てきている。例えば、産業中分類別事業所・企業調査報告に基づく統計データから読み取
ることができる現象は、民間企業による自然科学研究所、いわゆる理学研究所、工学研究所、農学研
究所、医学・薬学研究所といった新製品・新技術に関わる研究開発を主たる業務とする学術研究機関
と機械設計業の台頭である。企画、開発、設計及び販売、マーケティングは自社で行い、製造を外注
するファブレス製造業とは異なり、新技術開発、新製品開発、製品設計だけを専門に受注する業種で
ある。
　アメリカでは、この業種を、産業大分類の中で専門科学技術サービス業として扱う大勢力となって
いる。特に、シリコンバレーでは、この業種の就業者割合が全米平均の10．2％を上回る15．9％となっ
ている（go）。
　例えば、アップルコンピュータ社の本社があるシリコンバレーのクパチーノでR＆Dセンターをか
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まえるC－guys社は、　SDIOの開発ツール、半導体、システム構築などの研究開発と設計を行う研
究開発専門の企業である。同社は試作品製造に際して、企業の枠を超えた技術系労働者による連携活
動を活用した。っまり、シリコンバレーでハイテク製品製造を行う技術系労働者のネットワークを通
じて、彼等とパートタイムの契約をして、短納期、U一コストで試作品の製造を実現している。
　このような柔軟かつ低コスト、短納期の生産を可能とする横の連携を特徴としてきた日本の都市型
集積には、次世代の生産体制は既に整っているといえる。しかし、研究開発専門のハイテク企業の集
積が進んでいないため、研究体制が未整備といえる。今、特に都市型集積に求められるものは、研究
開発専門のハイテク企業の創業促進と他地域から誘致によって、製造業集積から技術革新集積への転
換を果たすことである。そして、このハイテク企業が、集積の製造基盤技術を活用する連携体制を構
築することで、都市型集積の再活性化が実現できるであろう。
　日本の賃金と地価が高いこと、東アジア諸国の経済成長が目覚ましいこと、少子高齢化に伴い製造
現場で働く若年労働力の確保が難しいことなどを考えると、モノづくりの全てを国内や集積内に留め
ておくことは不可能に近い。そこで、研究開発機能だけは、国内あるいは集積内に留めておくことで、
国際的なモノづくりの主導権を維持していく必要があるといえる。産学の連携だけではなく、こうし
た民間の研究開発・設計専門サービス業による技術革新機能の集積こそ、必要といえる。
　第2節　集積の弱点を補強する新誘致政策
　企業誘致は、既存の産業集積の活性化にとっては、決して古い手法とはいえない。地域産業振興の
ために、外発型産業振興である企業誘致は過去のモノで、自前主義で内発的に何でも地域自ら生み出
さなければならないという主張もある。しかし、既に多くの事業所が集中立地している産業集積では、
逆に企業誘致によって現在の集積には無い技術や技能を新たに導入することは、集積の弱点を補強し、
かつさらに厚みのある集積を構築するために必要であるといえる。何も無い更地に企業を誘致するの
とは異なり、すでに集積が形成されていればこそ、ゼロから内発的に企業をおこすよりも効果的であ
るといえる。
’例えば、燕と三条は、リサーチコア内にある新産業誘致開発部が、当地には無い金属加工技術を有
する中堅・中小企業の誘致に積極的である。既に、これまでに鋳物や鍛造の有力中小企業を首都圏か
ら誘致することに成功し、集積内の金属加工業種の多様化と複合化を押し進めてきた。
　また豊田市は、1970年に廃止した「工場誘致条例」を1999年に復活させた。内容は従前のものをさ
らに強化し、財政力のある豊田市ならではの手厚い助成もある。財政に苦しむ自治体にはできない差
別化された誘致条例となっている。また、今回の条例の特徴は、製造業に加え、情報サービス業が加
わったことである。
．豊田市は、製造業集積とそれに直接関連する支援サービス業とキャピタル集積は充実しているが、
次世代産業としての期待が高い情報サービス業の集積は、まだ全国平均以下である。そこで、新工場
誘致条例は、この弱点を補うことができるように、対象業種を拡大したのである。
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　このように製造業では無く、情報サービス業を誘致しようとする動きは、既に全国的な動きとなっ
ている。しかし、情報サービス業の場合、製造業の誘致以上に難しい点が2つある。
　第1に情報サービス業の場合、その営業所や支店を誘致しても、販売やメンテナンス部門が誘致され
るだけで、集積内の企業に対する情報技術の波及効果は弱い。やはり、企画、開発、管理などの機能
をもち、集積内の企業に影響を与える研究開発機能や本社機能の誘致が必要である。
　第2に情報サービス業にも、立地上の制約があるということである。特にISPやASPの場合、大容
量の各種サーバー機器の設置にかなりのスペースを必要とすると同時に、室温管理のためにエアコン
を常用しなければならない。セキュリティーのために、バックアップシステムも、通常利用している
設備と全く同じ機能をもつ、普段は待機状態にある設備も整備しなければならない。従って、予想以
上にスペースとランニングコストがかかる。情報サービス業にとって、そのオフィス利用に対しては、
コストと設備とのバランスについて、かなりの自由裁量が必要となる。特に、都市型集積の場合、オ
フィスビルの仕様が、建蔽率の制限や土地利用の規制に左右される。っまり、情報サービス企業の誘
致は、一概に地方よりも大都市部が有利であるとはいいがたい。
　また、従前通りに企業を誘致するやり方に加え、集積内の既存企業自身も、自社にとって不足する
技術や技能をもつ人材を、国内外の他地域からヘッドハンティングで招聰することも必要である。特
に、集積内の既存企業が新分野進出や業務転換を果たす場合に、自社に不足する人材が必要となる。
集積の中小製造業といえば、コスト削減のために外国人労働者や研修生の製造現場への登用ばかりが
目立っが、それだけでは現状維持とコスト削減が実現されるだけで、新たな展開は望み難い。
　例えば、北海道旭川で、道産材を利用した屋外エクステリア、木工家具のベンチャー企業、シスコ
ン・カムイでは、旭川と同じ冷帯の気候風土をもち、寒冷地における屋外エクステリア製品の先進国、
東欧のフィンランドから3名の技術者を、ヘッドハンティングで採用している。
　このように、自社あるいは集積にとって必要な人材は、自地域の産業風土と照らし合わせれば、決
して東京や大阪、イギリスやアメリカだけに存在するのでは無い。日本も世界も広いわけで、必ず自
社、自地域にとって必要な人材は存在する。かつて燕で行われてきた必要な技術や技能をもっ職人や
技術者を地域に招き、自地域の業者にその技術を伝搬させていったやり方は、今日でも通用するとい
える。つまり、自地域には無い企業、自地域にはない人材、自地域には無いキャピタルも含めて、他
地域から誘致する手法こそ必要といえる。
　第3節　国際競争に対抗する新時代の組織化
　21世紀は組織化の時代ではなく、中小企業は、それぞれ自助努力すべきであるという主張は、現実
と乖離した経済、経営環境の捕らえ方といえる。実際、協同組合も整理と淘汰をくり返しながら1999
～2001年には、全国的に協同組合の事業所数が2，2％、従業員数が3．5％増加した（9i）。また、事例研究
でも明らかにされたように、豊田市、諏訪市、三条市では、協同組合の従業員、つまり組合員が急増
しているのである（表13－2参照）。
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　こうした動きは、1990年代を通じた従来には無い厳しい経済・経営環境におかれた中小企業が、多
角的連携組織活動を通じて、自らの力で立ち上がり始めた証拠といえる。産業集積が今後、国際競争
に対抗して集積構造を強化、充実、拡大する戦略的な組織化が求められるといえる。
　まず、中小製造業、支援サービス業との連携活動は、トータル・ロジスティクス・マネジメントに
基づいて戦略的に実行する必要がある。
　例えば、既に長きに渡って構造不況に陥っている繊維産業でも、トータル・ロジスティクス・マネ
ジメントに基づく産地メーカー、産元、小売、ブV一カーとの異業種連携を通じた制販同盟の構築が
求められる。これによる製品企画、設計、製造、物流、流通、販売及び消費者ニーズの把握とフィー
ドバックを実現できる体制づくりが必要である。この製販同盟を通じて、見込み生産から受注生産に
移行して、売れ残りと欠品を極力排除することで、機会利益の獲得と機会損失の排除を徹底する戦略
が必要なのである。また、産地をあげた新ブランドづくりを目指し、そのためのデザイン開発力とマ
ーケティングカの強化も求められる。
　このように、集積内の中小製造業と産元である卸売業者が連携するだけでは無く、集積を超えて消
費地で事業展開する卸売業と小売業にも連携対象を拡大した取組が必要といえる。
　次に、研究開発機能とキャピタルの連携として、持続的な研究開発活動を保証するリスクマネーと
の連携が必要といえる。
　例えば、多角的連携組織を通じた新製品開発は、異業種交流、融合化組合を通じて、1980年代から
取り組まれてきたが、研究開発の成果が全て市場化可能とは限らない。そのため、研究助成や補助金
が使い終わると、活動が停止するケースがこれまでは多かったように思われる。やはり、連携組織を
通じた研究開発活動が、次々と新しいアイディアや発想に基づいて持続し、その成果を製品化して市
場で試すことを継続可能とするには、リスクマネーの持続的供給が不可欠といえる。そこで、集積内
の中小企業者自らによる投資事業組合を設立して、新製品・新技術開発を行うハイテク企業や融合化
組合、異業種連携組織に投資する環境整備が求められるといえよう。
　これからの組織化は、従来の枠組みを超えて、中小製造業、支援サービス業、研究開発機能、キャ
ピタルの機能が有機的に結びっくことで、戦略的に新しい価値を生み出していく必要があるといえる。
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25）『21世紀を拓くハイテク企業の企業家像に関する実態調査』の調査概要は、以下の通り。
（1）調査実施時期
◎2002年2月12日（火）～2002年2月20日（水）（最終締め切りは2002年03月31日まで延長。）
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（2）調査対象業種
調査対象業種
Descrlptlon
SIC Manufacturlng
24．2Pestlcldes　and　other　agro－chemlcal　products
24．4Pharmaceutlcals，　medlclnal　chemlcals　and　botanlca1
296Weapons　and　ammunltlon
30．0Offlce　machlnery　and　computer
312Electrlclty　dlstrlbutlon　and　control　apParatus
321Electronlc　valves　and　tubes　and　other　electronlc　components
322Televlslon　and　radlo　transmltters　and　apParatus　for　llne　telephony
323Televlslon　and　radlo　recelvers，　sound　or　vldeo　recordlng　or　reproduclng　apParatus　and≠唐唐pclated　goods
33．1Medlcal　and　surglcal　equlpment　and　orthopedlc　apPllances
33．2Instruments　and　apPllances　for　measurlng　checklng，　testlng，　navlgatlng　and　Qther垂浮窒垂盾唐?刀@except　lndustrlal　contro1
333Industrlal　process　control　equlpment　electronlc　and　non－electronlc
334Opt］．cal　lnstruments　and　photographlc　equlpment
35．3Alrcraft　and　spacecraft
SIC Servユces
64．2Telecommunlcatlons
72．1Hardware　consultancy
722Software　consultancy
72．6Other　computer　related　actlvltles
731Research　and　experlment　development　on　natural　sclences
74．3Technlcal　testlng　and　analysls
（3）調査対象地域
◎日本国全域
（4）調査対象企業抽出数 （調査票返却数及び返却率）
　　　　調査対象企業抽出数
　　　　（調査票返却数及び返却率）
抽出数iSample　　　　　　i　3，717
　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
．　　・　・　9　．　●　・　●　●　　騨　　・　　．　　‘．　　曽　・　．　●　・　．　■　■　．　■　　．　　．　　．　　■　　■　　願　　■　　●　　●　　，　●　■　　■　　■　　■　■　　5　●　冒　■　　‘　巳　●　■　　9　●　9　9　●　g　o　9　■　●
　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t返却数iNumber　of　return　i　　349
コ　コ　ロ　コ　ロ　’　ロ　コ　ロ　ロ　　　　　t’　ロ　ロ　コ　サ　ロ　■　’　ロ　コ　■　コ　　　コ　　　　　　　　　　　　　l　l　　　　　コ　コ　．　ロ　ロ　サ　コ　ゴロ　ロ　．　ロ　コ　．　ロ　コ　コ　コ　コ　ロ　コ
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t返却率iRatt　　　　　　　i　　9．4
（5）抽出元データ
　　◎今回、新規に追加した企業は、以下のデータベースに基づく。
●　東洋経済新報社編『日本の会社78000（2001年版）』2001年6月。
　　◎1996年7月18日一8月5目に、明治大学政治経済学部百瀬教授、同森下助教授が実施した「21世
紀を拓く企業家像に関する実態調査」時に抽出したハイテク企業は、以下のデータベースに基づく。
●　日本経済新聞社編「1996年版日経ベンチャービジネス年鑑」1996年
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●　東洋経済新報社編「会社四季報未上場会社版’96下期11996年
●　東洋経済新報社編「会社四季報上場・店頭会社版’96第2四半期版」1996年
（6）回答企業概要
創業年
従業員数
49：　14．6
351　10．4
631　18．8
75：　22．4
74i　22．1
39：　11．6
創業形態
分社・のれん分け
買収
その他
不明
2571
631
　7：
101
　1：
??????
?????????????
? ????????????
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26）See，　Donald　F．　Kuratko　＆　Richard　M．　Hodgetts，　En　trθprθnθurship　－A　Con　temporary　ApPro∂ch－
‘Third　Ea「」’　tゴonノ，　The　Dryden　Press，　1995，　PP．319－320　and　Theodore　Lebitt，　“Marketing　Myopia”，
in　Uarv∂rd　Business　Reviem，ノaly－August　1960，　pp．45－56．また百瀬恵夫著『日本のベンチャービ
ジネス』白桃書房、1985年、2－4頁を参照。
27）中小企業等金融機関は、信用金庫・同連合会、信用協同組合・同連合会、商工組合中央金庫、その
他の中小企業等金融業からなる。
28）補助的金融業，金融附帯業は、短資業、手形交換所、両替業1信用保証機関、信用保証再保険機関、
預・貯金保険機構、その他の補助的金融業，金融附帯業からなる。
29）貸金業，投資業等非預金信用機関は、貸金業、質屋、クレジットカード業，割賦金融業、投資業か
らなる。
30）大田区工業の歴史にっいては、大田区立郷土博物館編集『工場まちの探索ガイド大田区工業の歩
み』大田区立郷土博物館、1994年を参考に記述した。
31）今日、中小トラック運送事業者約2000社による全国ネットワークも存在し、その代表的として、日
本ローカルネットワークシステム協同組合連合会によるローカルネットがある。
32）前掲書『フルセット型の産業構造を超えて』161頁参照。
33）事例企業の吉野電気については、2000年6月に実施した城東・城南地区地域産業実態調査に基づい
て記述した。
34）東大阪市集積の地域産業史にっいては、関西大学経済・政治研究所　『東大阪市中小企業10年の軌
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跡「調査と資料」第94号』、1999年及び植田浩史著『産業集積と中小企業』創風社、2000年54～57頁を
参照して記述した。
35）東大阪市東大阪商工会議所『トップシェア企業の経営実態調査』、2000年、72頁参照。
36）同上、77頁参照。
37）事例企業のオーエッチ工業、フジキンついては、2000年8月に実施した東大阪地域産業実態調査に
基づいて記述した。
38）産業小分類の楽器製造業は、産業中分類のその他の製造業。
39）浜松市集積の地域産業史については、田野崎昭夫編著『現代都市と産業変動』恒星社厚生閣、1989年、
59、61、74～76、80頁、大塚昌利著『地方都市工業の地域構造』古今書院、1986年、23頁、日本経済
新聞社編『20世紀日本の経済人』日経ビジネス文庫、2001年、386、419頁、静岡県繊維協会編著『静
岡県繊維協会事業報告書』1997年版を参照し、また下請中小企業の経営志向、事業展開および産業風
土にっいては、1999年3月、2000年3月、2001年8月に実施した浜松地域産業実態調査に基づいて記述し
た。
40）事例企業の沢根スプリング、庄田鉄工については、1999年3月、2000年3月、2001年8月に実施した
浜松地域産業実態調査に基づいて記述した。
41）四日市市役所編『四日市市史第16巻』四日市市役所、2001年、311、336～339頁参照。
42）四日市市役所編『四日市市史第17巻』四日市市役所、2001年、122～123、128～129頁参照。
43）四日市市役所編『四日市市史第18巻』四日市市役所、2001年、353～354頁参照。
44）同上、359～360、697頁参照。
45）四日市市役所編『四日市市史第19巻』四日市市役所、2001年、42頁参照。
46）同上、42頁参照。
47）NHK放送世論調査所『日本人の県民性£日本放送協会出版、1979年、187頁参照。
48）事イ列企業のスズ木、三重工熱にっいては、2002年3月に実施した北勢地域産業実態調査に基づいて
記述した。
49）豊田市教育委員会・豊田市史編さん専門委員会編『豊田市史三巻』豊田市、1978年、372～431、457
～462頁参照。
50）同上、462～468頁参照。
51）同上、753頁参照。
52）同上、756～759頁参照。
53）豊田市役所総合企画部広報課編・発行『とよた市勢ガイド2001』32～33頁及び2001年5月に実施し
た豊田地域産業実態調査に基づいて記述した。
54）前掲書『とよた市勢ガイド2001』33頁参照。
55）中沢孝夫・赤池学著『トヨタを知るということ』講談社、2000年、36頁参照。
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56）同上、40頁。
57）事例企業の東陽精機、豊栄運輸にっいては、2001年5月に実施した豊田地域産業実態調査に基づい
て記述した。
58）諏訪市市役所編『諏訪市勢要覧』諏訪市役所、1999年、4、20頁参照。
59）諏訪市史編纂委員会編『諏訪市史下巻』諏訪市役所1976年、299～312頁参照。
60）同上、313～320頁参照。
61）同上、344頁参照。
62）同上、344～347頁参照。
63）同上、345頁参照。
64）青柳一弘著『セイコーエプソン知られざる全貌』日刊工業新聞社、2000年、8頁及び前掲書『諏訪
市史下巻』345～347頁参照。
65）前掲書『諏訪市史下巻』347頁参照。
66）同上、347頁及び諏訪市商工会議所ホームページ、http／／village．　infoweb．　ne．　jpを参照。
67）前掲書『セイコーエプソン知られざる全貌』8頁参照。
68）明治大学精字経済学部森下正中小企業論演習室編『第一回・諏訪地域産業インタビュー報告書』、
2001年、3頁参照。
69）事例企業のナガノハイテック、イメージリンクについては、2001年3月に実施した諏訪地域産業実
態調査に基づいて記述した。
70）関満博・福田順子編『変貌する地場産業』新評社、1998年、27～28頁参照。
71）宮下史明編著『地場産業の今日的経営課題』早稲田大学産業経営研究所、1994年、25頁及び士田邦
彦稿「金物の町三条」、板倉勝高編『地場産業の町』古今書院、1985年、81～83頁参照。
72）前掲書『変貌する地場産業』28～29頁参照。
73）三条市史編修委員会編『三条市史下巻』三条市、1983年、285～288頁参照。
74）下田直春・笠原清志編『燕市地場産業社会の構造と変容過程』立教大学社会学部、1992年、2頁参照。
75）前掲書『変貌する地場産業』30頁参照。
76）前掲書『三条市史下巻』493～500頁参照。
77）前掲書『燕市地場産業社会の構造と変容過程』5頁参照。
78）前掲書『変貌する地場産業』30頁参照。
79）前掲書『三条市史下巻』493～500頁参照。
80）前掲書『燕市地場産業社会の構造と変容過程』9頁参照。
81）前掲書『三条市史下巻』652～656頁参照。
82）前掲書『燕市地場産業社会の構造と変容過程』10～12頁参照。
83）同上、12～14頁及び前掲書『変貌する地場産業』35～36頁参照。
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84＞前掲書『三条市史下巻』777、784～786頁参照。
85）前掲書『燕市地場産業社会の構造と変容過程』14頁及び前掲書『変貌する地場産業』、36頁参照。
86）三条金物卸商組合編『金物と草鮭と』三条印刷株式会社、1980年、675頁参照。
87）前掲書『変貌する地場産業』37～45頁参照。
88）前掲書『変貌する地場産業』46～49頁参照。
89）この節は、1998年8月、1999年3月、2000年7、8月、2001年7月に実施した燕三条地域産業実態調査
に基づいて記述した。
90）数値は、U．　S．　Census　Bureauの2000年国勢調査に基づく。
91）協同組合の増加率は、総務庁統計局統計調査部経済統計課事業所㍉企業統計室による「事業所統計
調査報告」「事業所・企業統計調査報告」より算出した。
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